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要 旨
『舞台生活四十年』は、20世紀前半に活躍した中国伝統演劇・京劇の女形役者の梅蘭芳（メイ・ラ
ンファン 1894-1961）が、自らの舞台生活を語ったものである。彼の口述を記録したのは、彼の長年
の協力者で友人の許姫伝（1900-90）である。1961年に第一、二集、1981年に第三集が刊行された。
梅蘭芳は、字は畹華、京劇役者の一家に生まれた。早くに父母を亡くし、伯父夫婦のもとで育てら
れ、８歳から京劇を学び、10歳で初舞台を踏んだ。その後徐々に頭角を現し、彼の演技は海外でも高
い評価を受けた。日本へは、戦前と戦後に計３回公演に訪れている。
本訳注は、『舞台生活四十年 梅蘭芳回憶録』（梅蘭芳 述 許姫伝 許源来 朱家溍 記 上下２冊
北京・団結出版社 2006）を底本とし、適宜旧版（中国戯劇出版社 1987）も参照した。訳文は土屋の
ノートを元にし、授業での議論を参考にして、土屋が訳注をつけて全体をまとめた。したがって、本
稿の責は土屋にある。訳注の作成において参考とした文献については、末尾にまとめて記した。本文
中の注は、原注は〔 〕、訳注は（ ）で示した。脚注では、特に注記がないものは訳注である。ま
た、これまでに公表した本訳注を引用する場合は、『訳注（ ）』（括弧内は漢数字）と省略する。本
稿では、第一集第八章から第九章までを訳出した。
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第八章 最も早い青衣の新しい節回し
一 ｢玉堂春｣１)
11月４日、梅劇団は天津中国大戯院での公演期間が終わり、団員全員と梅氏一家は、翌日みな先に北京
へ帰った。梅先生は連続して41回の公演を行って、かなりの疲労を感じていたので、私と姚玉芙が彼に付
き添ってアスターホテルに留まり、二、三日休憩してから出発することにした。その日の晩餐を終えて、
私たちはゆったりと座って閑談した。梅さんは笑いながら言った。
｢この40日というもの私たちは非常に忙しかったですが、今日は肩の荷が下りたように感じます。しか
し、にぎやかなのに慣れてしまったので、急にみんな帰ってしまったら、静かすぎるぐらいに見えます
ね。さあ、私たちは舞台生活の原稿を書くことにしましょう。」
姚玉芙は傍らに座りペンをとると、葆玖のために稽古をしていて、北京に戻ったら演じる準備をしてい
る演目である「玉堂春」〔「三堂会審」〕と書いた。梅先生はそれを見て言った。
｢私が「玉堂春」を勉強した時のことを話しましょう。この演目は私の伯父（梅雨田）が自ら私に教え
てくれたものです。そのころ老生の唱い方にはすでに大きな変化が生じており、かなり速い速度で進歩
し、相当大きな成果を上げていました。青衣での発展は比較的遅く、まだ具体的な変化は現れていません
でした。」
｢王大爺（王瑶卿)２)は、老生が譚旦那（譚鑫培)３)によって各役者の長所を取り入れ、各方面の知識を
融合し全面的な理解に達して、自然に一派をなし、新しい方向性を創造したのを目の当たりにしました。
彼らは長年いっしょに共演してきたので、譚旦那の影響を受けないはずがなく、青衣の改革を行うことを
引き受けようと思いたちました。」
｢私の伯父は譚旦那の伴奏をしていて、当然いつも王大爺のためにも胡弓（京劇の主伴奏を担当する弦
楽器）を演奏していたので、彼は王大爺の節回しについて、非常によく熟知していました。彼は私にこの
「玉堂春」の節回しを教えてくれました。彼の演劇界以外の友人が作った新しい節回しもありましたが、
大体はやはり王大爺の基本的な節回しから離れてはいませんでした。」
｢この演劇界以外の友人とは誰なのか、紹介しなくてはいけませんね。この人の名は林季鴻といって、
福建の人で、北京に生まれ育ちました。小さい頃から芝居を好み、青衣の節回しに対して、よく研究して
いました。素人役者ではなく、舞台にたって演じることができなかったので、いつも楊韻芳の家で新しい
節回しを研究していました。この演目の節回しは彼が改編して最初に楊韻芳に教えて試演したのを、私の
伯父が聞いてなかなかよいと思ったので、帰宅して私に教えてくれたのです。」
｢この節回しは、古い唱い方とはすでに明らかに異なっています。当時新しいものが舞台に掛かると、
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１) ｢玉堂春」：「三堂会審」とも。あとで言及される「女起解」（「蘇三起解」とも）に続く段。「女起解」：明代、売れっ子の妓女蘇三は、
吏部尚書の子王金龍と深い仲になり、玉堂春と改名して、将来を約束する。王が金を使い果たしてやり手婆に追い出された後、蘇三
は王に金を与えて南京へ帰郷させる。王が去った後、やり手婆は蘇三を騙して山西商人の沈燕林の妾にする。蘇三は沈の本妻の企み
で沈を毒殺したと誣告され、死罪の判決が下る。蘇三は戒めを掛けられて、洪洞県から太原へ護送されることになる。護送役人の崇
公道は道中、蘇三の身の上話を聞き、同情して慰めの言葉を掛ける。実際の舞台では、護送される道中だけが演じられることが多
く、二人のやりとりが見どころである。「玉堂春」：太原に護送された蘇三は、裁判所で再度審議を受ける。裁判を担当する王金龍
は、蘇三の姿をみてびっくり仰天し、蘇三に気づかれないよう後ろ向きに跪かせ（客席に向かって跪く）、陪審官潘必正と劉秉義と
ともに蘇三の話を聞く。蘇三の冤罪が明らかとなり、晴れて王金龍と結ばれる。蘇三が王金龍とのなれそめを話すくだりがみどころ
である。
２) 王瑶卿（1881-1954）、旦角役者（女方）。原名は瑞臻、字は稚庭、号は菊痴、芸名は瑶卿。崑曲の名旦角役者、王絢雲の子。祖籍は
江蘇清江、北京に生まれる。京劇の発展に大きな影響を与えたとして、“通天教主” と称えられる。それ以前の旦の役柄を集大成し
て新たな創造を行い、また梅蘭芳・程硯秋など多くの弟子を育て、新しい方向性を広めた。
３) 譚鑫培（1847-1917）、本名金福、字は鑫培。湖北江夏（今の武漢）の人。老生（立役にあたる）の有名役者で、現在最も後継者が多
く影響力の強い “譚派” の創始者。
ふつう観衆はすぐに古いものと比べて批評します。ある人はこれは目新しすぎる、伝統からひどくかけ離
れているといいます。ある人は、新しくしたものはよくなっているから、古いものには改良を加えるべき
だと感じます。実際のところ、当時の所謂新しい節回しというのは、やはり萌芽の時期で、ちょうどか
けっこを始めたばかりのようなもので、現在の観衆が聞いたら、きっと古くさいと思うでしょう。時代は
常に前進するものであり、芸術もまたずっとある段階に留まって前に進まないことはありえません。です
から少数の人の主観による見方は、結局新しい節回しの発展を抑えることは出来ないのです。続いて王大
爺も多方面のよいところを吸収して、改革を提唱し、新しい節回しを作り出しました。十年足らずの間
に、彼の学生たちがこの次々と現れた青衣の新しい節回しを演劇界全体に伝えて広め、「王腔（王瑶卿の
節回し）」にしました。老生の「譚腔（譚鑫培の節回し）」と同工異曲の妙がありました。」
｢私が初めて文明茶園で「玉堂春」を演じた時の状況は、わたしにとって記念碑的なものです。これは
宣統三年（1911）の秋のことで、何月何日だったのか、40年も経ってしまったので思い出せません。徳珺
如４)が王金龍に扮し、汪金林が劉秉義（青い官服を着る）に扮し、劉景然が潘必正（赤い官服を着る）に
扮して、いや……」、彼は少し考えてから続けて言った。「青い官服を着ていたのは賈洪林５)でした。私の
伯父が私のために胡弓を弾いてくれました。」
｢この芝居には私の出番がない医者を招く場面があるではないですか。私が退場してまもなく、舞台の
方から喝采の声が沸き起こり、まるで雷鳴のようにしばらく鳴り続けています。ちょうど舞台では、医者
役の俳優が出て来て身振りをするだけなのです。王金龍に三回叩頭して、二回脈を取り、薬箱を開けて薬
を取り出して執事に渡し、退場するのです。もともとセリフはありませんから、この喝采の声は何に対し
てなのでしょう？これは明らかに伴奏に対する喝采ではありませんか？」
｢その日伯父は自分が教えた芝居であり、私もまた初演であったので、非常に興奮していました。最初
の “二人のお役人さまがご到着” のところで、彼が弾いたのは “乙字調” のふしでした。医者を招く場面
では、彼は二種類の弾き方を使っていました。一つは【寄生草】といって、梆子腔の節回しですが、彼は
吸収し融合しました。もう一つは【柳青娘】曲を【海青歌】曲に転じたものです。その日彼が弾いたのは
【寄生草】で、新鮮で素晴らしいものでした。観客はもともと彼の技を愛好していて、彼の手を使った音、
指の使い方、音調を非常によく知っていました。今日、彼は楽しそうに新しい調子で変幻自在に弾くの
で、観客は気持ちがよくなり、抑えきれずに喝采を送ったのです。これは普通の贔屓の役者に喝采を送る
ものとは性格が異なっています。」
｢医者に扮した高四保さんは、高慶奎６)の父親です。彼も察しがよくて、観客が伯父の胡弓を聴きた
がっているのを見て取ると、わざといくつかの身振りを付け加えて、時間を引き延ばしました。そのおか
げで、胡弓は心ゆくまでよい演奏をし、観客も思いがけなく楽しむことができたのです。大体ベテランの
役者は、みなこのような臨機応変に対応できる技量を持っています。私が再度登場する時には、観客の気
分はすでにかなり盛り上がっていて、私の唱を聴くと新鮮な感じで、胡弓もしっかりと支えるように弾い
たので、ほぼ毎句ごとに喝采が送られ私を激励してくれました。はじめから唱い終わるまで、このような
熱烈な雰囲気に包まれていました。」
｢その日の芝居を見たなじみの観客は、今でもいかにも興味が尽きないといった様子で褒めそやします。
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４) 徳珺如（1852-1925）、小生役者（若い男性役）。満洲族の貴族の出身。幼い頃から京劇を愛好しアマチュアで出演していたが、後に
プロに転向した。
５) 賈洪林（1874-1917）、原籍は江蘇無錫、北京に生まれる。老生役者。代々役者の家に生まれ、民国以後人気を博したが、惜しくも若
くして亡くなった。
６) 高慶奎（1880-1942）、原名は振山、号は子君。原籍は山西楡次、北京に生まれる。清末の丑角（道化役）の名優高四保の子。老生役
者。幼いとき賈麗川（賈洪林の叔父）に学ぶ。1919年、梅蘭芳とともに日本公演を行った。
たった一つの胡弓の伴奏が、数十年経っても人の心を酔わせているのです。彼は、音楽が人を感動させる
力の強さというものを見せてくれたと思います。」
｢私の伯父は「玉堂春」だけでなく、「武家坡｣７)と「大登殿｣８)も教えてくれました。王宝釧が登場する
芝居はすべて唱うことが出来ますが、この二つだけは呉先生９)が教えていなかったので、伯父があとから
教えてくれたのです。彼が舞台で私のために胡弓を弾くのは、これが初めてのことではなく、前にすでに
「女起解｣10)、「武家坡」を弾いてくれたことがあります。」
｢彼は私に「玉堂春」を教えたあと、翌年の８月28日に亡くなりました。48才でした。」
｢私の伯父は喉がよくなかったのではなく、唱えるけれども普段は唱わなかったのです。彼が楽器を学
んだのは、私の祖父が四喜班の楽隊がしょっちゅう彼に反抗するので、息子に楽器を習わせて他人からい
じめられないようにするためだったことは、先に述べたとおりです。祖父にとっては、激しい気持ちがこ
うさせたのですが、伯父にとっては、幼い時から音楽が好きで、楽器を学ぶことはかえって彼の希望と
ぴったり合っていたのです。」
〔原注〕名琴師（京劇の伴奏で胡弓を演奏する）の王少卿11)さんが以前私にこう話した。「老梅大爺〔雨
田先生と梅先生はどちらも排行が大（一族の同世代の男子のうち、一番最初に生まれた子であるという
こと）であったので、親しい友人はみな「梅大爺」と呼び、上に老の字をつけて区別したのである〕が
我が家にやってくると、私の父と大老爺子〔彼の伯父王瑶卿を指す〕と世間話をしていたものだ。うま
い具合に彼の機嫌がよければ、大声で二ふしほど唱うこともあった。「売馬｣12)、「洪羊洞｣13)は彼がいつ
も練習して唱っていたものだ。私が子供の頃、彼が唱った「売馬」の西皮調の一段を聴くことがあっ
た。彼が誰の唱い方を習ったか、言うまでもない。彼がよく唱っていた二ふしは、譚腔だったのだ。」
｢京劇の楽隊は文場と武場の二種類に分けられます。文場は胡弓、月琴、弦子（三弦とも。蛇の皮を
張った弦楽器）、武場は太鼓、大ドラ、小ドラです。私の伯父は文場を学ぶところから始めました。彼が
生まれた時代はちょうど文・武場に人材が多く現れ、また当時の三慶班、四喜班、春台班といった規模の
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７) ｢武家坡」：連続劇「紅鬃烈馬」の一段。「彩楼配」：唐の丞相王允の三女宝釧は、たまたま薛平貴と知り合う。彼を見込んだ宝釧は彼
に銀子を渡し、二月二日の壻選びの時に必ず来るように言う。当日、宝釧は彩楼からくす玉を薛平貴に向かって投げ、自らの壻に選
ぶ。「三撃掌」：王允は薛平貴が貧乏であるのを嫌い、宝釧に破談するよう命じる。宝釧は父に逆らい、三度手のひらを打ち、二度と
会わないと誓って薛平貴に嫁ぐ。（その後、薛平貴は西涼遠征を命じられ、宝釧に別れを告げる。宝釧は貧しさに耐えつつ夫の帰り
を待つ。薛平貴は仲間に陥れられ西涼の捕虜となるが、西涼王の娘代戦公主と結婚し、西涼王の死後、王位を継ぐ。あるとき、鴻雁
が宝釧の血書を持ってくる。妻の身を按じた薛平貴は帰郷することにする。）「武家坡」：薛平貴は久しぶりに帰郷し、武家坡で妻の
王宝釧に会う。ところが、夫婦が別れてからすでに18年が経ち、妻は彼が夫であると気づかない。薛はわざと道を聞いて妻の心変わ
りを試す。妻は自宅のヤオトンに逃げ帰ったので、薛は家の門口で二人が離ればなれになってからのことを話す。最後に互いに夫婦
であることを認め合う。（薛平貴は宝釧を伴い丞相府へ赴き、王允らと面会する。王允は唐の皇帝から位を簒奪し、邪魔な薛平貴を
殺そうとする。薛平貴の救援要請を受けて代戦公主が駆けつけ、長安に攻め込む。）「大登殿」：薛平貴は代戦公主らの助けを得て長
安に入城し、王允らを捕らえて、自ら帝位に即く。論功行賞をしたあと、王允らを処刑しようとするが、宝釧が取りなして、宝釧の
母を迎えて大団円となる。内容は荒唐無稽ではあるが、一大歴史叙事詩の風格があり、みどころの多い人気演目である。
８) ｢大登殿」：連続劇「紅鬃烈馬」の最後の段。注７参照。
９) 本書第三章「一 開蒙老師呉菱仙」で語られる最初の先生である呉菱仙のこと。
10) ｢女起解」：注１参照。
11) 王少卿（1900-58）、胡琴（京胡ともいう）の京劇楽師。元の名を文蓉、またの名を文栄、王少卿は芸名。原籍は江蘇清江、北京に生
まれる。父は老生役者の王鳳卿（1883-1959）。王瑶卿は伯父にあたる。弟王幼卿は旦角役者。父や梅蘭芳のために伴奏を担当した。
12) ｢売馬」：隋唐を舞台とした「説唐」ものの一段。「当鐗売馬」とも。秦瓊は罪人を護送して潞州にきたが、県令が回答書を出さない
ので、宿で足止めされる。路銀が尽いて馬を売りに出したところ、単雄信という男と出会う。単は急用で馬を借りて去る。秦瓊は鐗
（矛の一種）を売りに出すと、王伯党らに出会い、彼らの助けで回答書を手に入れる。
13) ｢洪羊洞」：「孟良盗骨」とも。「楊家将」ものの演目。楊延昭は孟良に命じ、遼国の洪羊洞へ行き父継業の遺骨を探させる。あとをつ
けて行った焦賛は、暗闇の洞の中で誤って孟良を殺してしまう。焦賛は悔やんで自刎し、知らせを聞いた延昭も吐血して死ぬ。
大きな劇団に集中していました。私の祖父（梅巧玲）は、まさにその四喜班を取り仕切っていました。息
子の芸術を育成するために、どんな高額の代価でも惜しまず良い教師を招きました。ことわざにも「水に
近き楼台は先ず月を得る（水辺近くに建つ楼台は月が真っ先に照らす。つまり便利な地位や位置にある者
が得をするたとえ）」というように、四喜班には文場の名手賈祥瑞、李春泉がおり、みな彼らを ʻ賈三ʼ、
ʻ李四ʼ と呼んでいました。言うまでもないでしょう、私の伯父の最初の先生です。賈三の父親は賈増綬と
いって、徐小香と同時代で、昆曲の小生役者でした。彼は陳金爵の女婿で、私の祖父とは相婿でした。わ
が一家は賈家と親戚である上に、私の伯父の音楽の才能も良く、私の祖父の願望も切実なものがあり、こ
のようないくつかの関係で、賈三はこの弟子を熱心に教え、少しも手を抜くことはありませんでした。私
の伯父は家で苦労して学びながら、先生について毎日舞台で仕事をして実地に練習したので、彼の胡弓は
早くからその名が知られるようになりました。賈三が亡くなったあと、李四から最も多く教えを受けまし
た。同時期の三慶班の樊景泰〔樊三と呼ばれた〕、春台班の韓明児、いずれも胡弓の名手でした。私の伯
父はいつも教えを受けに行っていました。彼はさらに南方から来た銭青望という老曲師にも師事しまし
た。銭さんは笛で有名で、文武両場のすべてに精通していました。私たちの業界に昆曲の専門家で曹心泉
という方がいらっしゃいますが、彼もまたその弟子です。私の伯父は彼から昆曲について多くのことを学
びました。今の人はただ私の伯父が胡弓を弾くのが上手だということだけしか知りませんが、実は笛も
チャルメラも上手なのです。彼は三百以上もの昆曲を憶えています。ある人が彼に昆曲の節回しの源流に
ついて尋ねるなら、それは答えるのにぴったりの人ということですね。彼はこまごまと一切合切あなたに
話して聞かせてくれるでしょう。鞭子巷に住んでいたころ、ひっきりなしに玄人や素人の友人が彼に教え
を請いにきていたのを憶えています。」
｢李四さんの芸術について、ちょっと紹介しなくてはなりませんね。彼の一家では彼が文場を学んで胡
弓を得意としたほかに、彼の兄李大〔李春元〕と弟の李五〔李奎林〕が譚鑫培さんのために板鼓の伴奏を
したことで有名です。とりわけ李五さんの板鼓と私の伯父の胡弓は譚鑫培さん晩年の両腕として認められ
ています。一人でも欠けると、どうも物足りない感じがするのです。彼の先祖は葬式の太鼓を叩くことを
生業としていましたが、李五の二人の息子はみな板鼓を専門にしました。当時楽隊の同業者では彼らを
ʻ李一門ʼ と呼んでいて、彼らの勢いが強かったことがわかります。」
｢彼の先生は沈星培といいました。音楽の方面では、改革家の一人でもあります。当時魏長生14)が北京
にやってきて唱った秦腔、またの名を琴腔は、呼呼（胡弓の俗称）と月琴を伴奏に使っていました。しか
し徽班の役者は二つの笛を伴奏に使っていました。文場の三人とは、一に正笛、二に副笛、三に三弦で
す。沈星培さんは先に三慶班で笛を担当していましたが、聞くところによれば道光（1821-50）、咸豊
（1851-60）年間に彼によって正副二つの笛を胡弓と月琴に改めたそうです。この新しい楽器の発明以後、
みなそれを ʻ九本の弦ʼ と呼びました。現在の月琴はだんだんと改善されて、すでに１本の弦に改良して
しまいました15)。当時の月琴はまだ弦は４本で、三弦は３本、胡弓は２本で、合わせると９本の弦になる
じゃありませんか。」
｢沈星培さんは伴奏楽器を改革したとはいうものの、結局はまだ草創期で、芸術面では比較的単純でし
た。李四さんによって更に深く研究がなされ、胡弓の様々な技巧がここにきて大規模に整ってきたので
す。大先輩の伝えるところでは、胡弓は大当たりを引いた、それは李四が出たことだと。私の伯父はこの
ような多くの名手の教授を受けて、自らの天賦の才と学力を加え、胡弓のあらゆる指遣い、弓、腕の力の
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14) 魏長生（1744-1802）、字は婉卿、四川金堂の人。清代の秦腔役者。
15) 原文「現在的月琴、経過逐歩的改善、已経改成一根弦子」。現在の月琴も弦は４本であるので、この文の意味は不明である。
いれ具合など研鑽を積み、そうしてようやく晩年の神業のような境地に到達したのです。陳十二爺〔陳彦
衡〕さんは生涯私の伯父の胡弓に最も敬意を払っていました。彼は私に、“君の伯父さんの胡弓は技巧面
で奥深く微妙なものがあるだけでなく、構成もすぐれ味わい深い。これは他人が真似できないところだ
よ。”」
〔原注〕陳彦衡先生がかつて私に話してくれた次のような話がある。ある時私は梅雨田さんとレストラ
ンで同席した。招待した客はまだそろっておらず、私たちがちょうど閑談していると、彼は適当に空い
た湯飲みを手にして、それぞれに多くしたり少なくしたりしてお茶を注ぎ入れ、テーブルにあった箸で
叩いて遊んで、ひと節演奏することができた。このことは、梅雨田先生が音階の高低を聞き分ける特殊
な才能を持っていたことを示している。
｢今話したのは私が初めて新しい節回しで演じた時に、伯父が私のために胡弓を弾いてくれた事情です。
さらにこの演目の作劇上の技巧についてお話ししましょう。」
｢「玉堂春」は青衣が中心となって唱う演目で、青衣について一通りマスターした後、だいたい西皮調
（京劇の主要な節の一つ）の散板、慢板、原板、二六、快板など数種の唱い方が基礎になりました。しか
し昔の教師が初めて芝居を教えるときには、いつも西皮ならまず「彩楼配｣16)、二黄（京劇の主要な節の
一つ。黄は簧とも書く）なら「戦蒲関｣17)、反二黄（京劇の節回しの一つ）なら「祭江｣18)から始めること
になっていて、小さな学生がまず「玉堂春」を学んだというのは聞いたことがありませんでした。唱の技
術が十分でなければ、手を付けてはならなかったのです。ほかの唱が中心の演目であれば、出番のないと
ころもあって、「玉堂春」のように女役一人が唱い続け、さらには跪いて唱うということはありません。
芝居の中で役者がこんなに長く跪いたままで唱うというのは、「玉堂春」独特のもので、他には見ること
ができません。基本的にこのようないくつかの特別な条件がある以上、劇作者がさらに何らかの技術をそ
の演目に加えなければ、観衆は重苦しく感じ、役者も骨折り損のくたびれもうけという結果になります。
やや古びた唱中心の演目は、お話がおもしろくなければ、だんだんと淘汰されるのではないでしょうか。
ところが今日でもみな「玉堂春」を演じ、観衆も好んでいるというのは、この演目がおもしろく、技術的
にも高いということです。」
｢まずこの芝居は、八府巡按王金龍が沈雁林毒殺事件を裁くという内容です。この事件の真相は、ひど
く単純です。作者がこの事件だけで物語を展開しようとしても、芝居にはなりません。そこで蘇三の口か
ら彼女と王金龍との過去の関係を語らせることに重点を置き、堂々たる裁判官を事件の関係者にすること
で多くの生き生きとした場面を織り込み、戯曲性がより濃厚になっています。しかし、蘇三が王金龍と知
り合ったのは沈雁林に嫁ぐ前のことで、王金龍と沈雁林の事件とは関係がありませんから、なにか方法を
使って彼女にはじめから話をさせなければなりません。作者の手法はかなり簡潔で巧妙です。蘇三が唱う
倒板（節回しの名称） “玉堂春が、都察院にまいりまして跪きます” の中に、蘇三と言わず、玉堂春の三
文字に改めて、痕跡を見いだせないようにし、ついでに劉秉義（青い官服）が以前のことを問いただす
きっかけとしています。すぐ後に続いて最初の問いは “玉堂春は誰が付けてくれた名前なのじゃな？” こ
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16) ｢彩楼配」：注７参照。
17) ｢戦蒲関」：漢の将軍王覇は敵に包囲され、兵糧も尽きた。王覇は妾の徐艶貞を殺し兵士に振る舞うよう下男の劉忠に命じる。劉忠の
様子にそれと察した艶貞は自刎して死に、劉忠も自ら果てる。王覇が二人を兵士に振る舞い、士気が大いに揚がったところへ救援部
隊が到着する。
18) ｢祭江」：「三国志」ものの演目。劉備と結婚したものの呉に戻った孫尚香は、劉備が夷陵の戦い後亡くなったと知り、長江のほとり
に赴き西に向かって哭したあと、川に身を投じる。
こから問いかけがあれば必ず答えるといった具合で、ずっと語り続け、王金龍に三百両の銀を贈ったとこ
ろで終わります。王金龍は当然彼女が多くの人の前で彼ら二人の関係を話されるのは困るので、二回にわ
たって彼女の話を中断させようとします（一回目は倒板のあとのセリフ “訴状に書かれておる蘇三……”、
もう一回は慢板を唱い終わったあとのセリフ “本裁判所ではそちが夫を謀殺した事件をたずねる……”）。
しかし、傍らの二人の陪審官がなんとしても真相を究明しようと少しも手をゆるめないので、王金龍は聞
くのを恐れつつも聞くしかありません。作者は考えがあってこの性格の異なる二人の陪審官を登場させて
います。左側に座る潘必正（紅い官服）は、老獪な世故に長けた旧官僚で、時にはその王坊ちゃんに同情
する言葉をかけたりします。右側に座る劉秉義は、年若く意気盛んで、頭脳も明晰で、王坊ちゃんに遠慮
無くところどころで皮肉を言ったりします。王金龍はただ苦笑で返すしかありません。これらのセリフや
歌詞によって、お話はだんだんと展開し、王金龍は感情を抑えられないところまで追い詰められ、“玉堂
春、私がその……” と言い出しそうになりますが潘と劉に遮られ、泣くに泣けず笑うに笑えず、周章狼狽
します。持病が再発したと偽ってお茶を濁すところで、お芝居は山場（クライマックス）を迎えます。つ
づく二六と快板になってようやく沈雁林殺害事件の話になります。蘇三が立ち上がって唱う “この裁判で
は拷問されていない、私は安心しました……” というところで、前に洪洞県では裁判ごとに拷問によって
自供させられていたことが明らかになります。『三堂会審』を見れば、「玉堂春」全体を見たことになりま
す。これもまた作者の上手いところです。」
｢さらに王金龍の持病が再発したところは、前半の山場になるだけでなく、後半の問題を解決していま
す。蘇三がまず唱う慢板、原板はいずれも長い間奏曲です。陪審官のセリフは、非常にゆったりと話しま
す。快板（テンポの速い節回し）になって、三人がそのまま遠い位置で座って話をすると、緊張感があり
ません。王金龍が病気にならないと、潘、劉の二人の座る位置は内側から舞台の前方に移すことは不可能
です。これは作者が実演上の困難に配慮して用いた手法です。」
｢この芝居の三人の裁判官は、非常に重要です。とりわけ王金龍は、彼を漢字一字で表せば “窘（立場
に窮するの意）” です。劉秉義は “冷（冷静の意）” です。最近彼ら二人を対立させ、まるでそこで戦いを
始めるような様子で演じる役者がいますが、これも行きすぎる悪弊です。陳老先生が以前話してくれたの
は、彼の先生である田宝琳が三慶班で「玉堂春」を演じた時のことで、徐小香19)が王金龍、程長庚20)が劉
秉義、盧勝奎21)が潘必正でした。この三人の裁判官は一緒に唱ったので、この芝居は非常に整然としたも
のでした。当時は劉秉義役も紅い官服を身につけていたので、「玉堂春」は “満堂紅” と呼ばれていまし
た〔舞台上すべての役者、端役も紅い衣裳を着て、背景の幕やテーブル掛けも赤でした〕。王大爺も彼が
十代の時に見た賈洪林、呉連奎らが演じた劉秉義も紅い官服を着ていたと話していました。譚旦那が演じ
た劉秉義はすでに紫の官服に変わっていました。青い官服を着るというきまりに改めたのは、おそらく庚
子の年（1900）前後のことでしょう。梆子班のきまりに沿って、劉秉義は永遠に青い官服を着ることに
なったのです。」
｢「玉堂春」の新しい節回しについては、林季鴻は一番最初に始めただけで、引き続いて王大爺が多くの
創造的なものを作り出して、大勢の弟子に教えたので、ここ数十年来青衣役者で「玉堂春」を演じられな
い者はいなくなりました。節回しというのはそれぞれ多かれ少なかれ異なるところがありますが、いずれ
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19) 徐小香（1831-？）、生年は1832年とも。没年は1882年或いは民国の初めとも言われる。原名は馨、号は蝶仙、祖籍は江蘇常州、蘇州
呉県に生まれる。小生役者。四喜班や三慶班などで活躍した。
20) 程長庚（1811-80）、原名は椿、字は玉珊。安徽潜山の人。創成期の京劇を支えた老生役者で、余三勝、張二奎とともに “前三傑”
“三鼎甲” などと並び称される。
21) 盧勝奎（1822-89）、京劇創成期の老生役者。江西（一説に安徽）の人。役人の家に生まれたが、幼い頃より芝居を愛好し、アマチュ
アからプロになり、劇作家も兼ねた。
も王大爺の系統から発展し変化してきたものです。その舞台と歌詞に関しては、古いやり方と異なるとこ
ろは少ないのです。ただ蘇三が登場して “都察院にやってきた……崇さん” という散板を唱い終わるとこ
ろは、最も古い唱い方では、崇公道がさらに “死罪を免れるにはこうするのじゃ” というセリフを言いま
す。蘇三がまた二句 “蘇三は都察院に足を踏み入れるのは、まるで鬼門関に入るかのよう” と続けて唱い
ますが、のちにこの二句を削除して、声を長く引きのばすように変えました。私のおじ（母の姉妹の夫）
の徐蘭沅22)が声を長く引きのばすのもふさわしくないと考えたので、私はまず “ありがとうございまし
た” というセリフを言って、ドラを一つ打ち鳴らすことで、私が都察院に入るように改めました。このよ
うなやり方で何回か演じてから、私はまたしっくりこないと感じたので、結局声を長く引きのばすやり方
でするようになりました。」
二 孫春山23) 、胡喜禄24)、陳宝雲
７日の午後４時、梅先生は私たちと流線型の展望車に乗っていた。発車の笛が鳴るのが聞こえてくる
と、慌ただしく見送りの友人たち一人一人と握手をして別れを惜しんだ。列車はゆっくりと動き始め、
あっという間に天津を離れて、飛ぶようにまっすぐ首都へ向かって走っていく。
この流線型の列車は、最後の一両が展望車になっている。指定席はソファで、三面がガラス窓になって
いて、沿線の風景を楽しむことができる。乗務員はみな勤勉に働いて清潔な車内を保ち、乗客へのサービ
スも非常によい。この路線は複線で、途中で列車が行き違う必要もないため、道中滞りなく進んだ。６時
半には列車は前門駅に入った。ある人が案内してくれたので、我々はすぐに護国寺街１号の梅先生の新居
に到着した。
この通りは徳勝門大街の近くにある。南向きの三合房（北と東西の建物からなる住宅）で、中には広く
てこざっぱりした庭が付いている。南向きの母屋には５つの部屋があり、梅先生夫妻が右側に、私と葆玖
が左側に住んだ。東側の建物には姜妙香夫妻、西側の建物には三人の劇団員――郭効青、倪秋萍、顧宝森
――が住んだ。
梅先生は部屋に入るとみんなに言った。「ここは慶王府25)の跡地で、私の家は以前は馬屋でのちに改築
されたのです。当時私は慶王府の堂会（慶事に邸宅に芸人や劇団が呼ばれて行う演芸会）に呼ばれ、いつ
もここを通っていましたが、思いがけず数十年後にここに住むことになりました。」
その日の晩、数人の友人と約束をしていた毛家湾にあるロシアの老婦人の家庭食堂へ行って食事をし
た。ちょうど電灯が壊れていたので、食堂内にはろうそくがともされ、さらに暖炉には火が燃えていた。
客と主人は合わせて十数人、この暖かな部屋の中で手の込んだ料理を食べ、赤ワインを飲みながら、みん
なの顔はろうそくの明かりに照らされて、ややほろ酔い加減になった。みな口々に、今日は子供が年を越
すみたいだ、ずいぶんと若くなった気がすると言った。梅先生は公演期間ではないので、いつになく小さ
な杯で赤ワインを飲み、杯を挙げて会の主催側に感謝の意を述べ、彼らの健康を祝った。今回の会食は梅
先生の天津での四十日間連続公演をねぎらう意味合いもあり、友人たちが招待して楽しく食事をしようと
いうものだった。食事が終わり帰宅すると、私たちはまた梅先生の舞台生活の原稿を書く作業に取りか
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22) 徐蘭沅（1892-1976）、祖籍は江蘇蘇州、北京に生まれる。代々俳優を出した家系。はじめ老生を学んだが、のちに京胡（京劇の伴奏
楽器）に移る。長年、梅蘭芳の伴奏を務めた。
23) 孫春山（1836-89）、最初の名は燕詒、のちに汝梅に改名。字は問羹、号は春山。同治、光緒年間の著名なアマチュア俳優。
24) 胡喜禄（1827-90）、名は国梁、又の名を長慶、字は艾卿、揚州の人。老生の名優程長庚、余三勝と同時代に活躍した著名な旦角の一
人。なお、梅蘭芳の伯母は胡喜禄の姪である。
25) 慶王府は、慶親王（愛新覚羅奕劻（1836-1918）、清朝第６代皇帝乾隆帝の十七子永璘の孫）のもと邸宅。北京市西城区定阜大街に位
置する。
かった。
梅先生が初めて唱った「玉堂春」の新しい節回しは林季鴻による改編であることは、すでに天津で話し
てもらっていたので、今日は続けて新しい節回しを作った別の大先輩について語ってもらった。
｢節回しの変化は古いものに基づいて少しずつ改編してきました。現在多くの人がみな新しい節回しを
創作していますが、以前はある人もそこで研究していました。林季鴻が新しい節回しを改編できたのでは
ないかというかもしれません。その前に孫春山という音律に精通していた方がいて、彼の創作力は林季鴻
よりもっと優れていました。彼は北京で役人をしていて、演劇界の人ではありませんでした。排行が十
だったので、みな孫十爺と呼んでいました。私たち演劇界の大先輩たち――余紫雲26)、陳徳霖27)、張紫仙
――もみな彼に節回しを学んだことがありました。彼は文学と芸術に対して豊かな素養を持ち、大変な博
識でもありました。彼は新しい節回しを創作できただけでなく、同時に常にこれら大先輩のために詩句を
改編することもしました。以前の唱の歌詞はしばしば教師からの口伝で行われ、誤って伝えられて確かな
脚本が無かったので、当時われわれ演劇界は実際に彼から多くの助けを得たのです。林季鴻も彼の方法に
沿って研究を進めました。私が唱った「武昭関」の慢板（節回しの名）は、陳十二爺〔陳彦衡〕が私に教
えてくれたものですが、これも孫十爺が伝えた新しい節回しです。」
｢孫春山はアマチュア俳優でしたが、彼の青衣の技術は誰と研究したのですか？」私はこのように梅先
生に尋ねた。「孫春山と同時代の演劇界の大先輩、胡喜禄と陳宝雲です。彼らはみな青衣でしたが、それ
ぞれに特徴がありました。胡喜禄は身振りについては、表情が細やかで登場人物の身分や性格など工夫を
凝らし、唱については平淡で適切な点が長所で、好き勝手に節回しを弄ぶようなことはしませんでした。
譚旦那（譚鑫培）がかつて “胡喜禄が演じた「彩楼配」には一カ所だけ派手な装飾音を入れるところがあ
るが、彼はそれを軽々しく唱うことはしなかった” と話していました。陳宝雲は全く違いました。彼は巧
みでまろやかなよい喉を持っていたので、新しい節回しを作ることが好きでした。またほかの人の唱い方
も採用し、しかも彼が新たに手を入れると、抑揚があり変化に富んで素晴らしいものになりました。です
から彼の新しい節回しは、いつも独自の工夫が凝らされていて、型どおりにやるとか人の真似をするとい
うことはしませんでした。孫春山はいつも彼の節回しを学び、彼もまたつねに孫春山に教えを請うていま
した。彼ら二人は本当に興味深いことに、例えば新しい節回しを作ると、いつも “青は藍より出づ、藍は
青より出づ” 28)という言葉で互いに謙遜し合っていました。胡、陳お二人の世代は、時小福老先生29)より
少し上です。彼らはいつも程大旦那〔程長庚〕と共演していたので、おそらくわれわれ青衣の創始者とい
えるでしょう。」
梅先生が話し、私が書きとめた。ここまで書いたところで、姜六爺〔姜妙香30)の排行は六だった〕がド
アを押して入ってきて、笑いながら言った。「あなたたちはまたここで原稿を書いているんですか。お邪
魔するわけにはいきませんね。」梅先生は慌てて立ち上がり、笑いながら姜六爺に言った。「かまいませ
ん。座ってください。私たちも食事がすんで、寝るにはまだ早いので、ここで昔のことをおしゃべりして
いただけです。梨園の古いことについては、あなたもたくさんお話を知っていらっしゃいますよね。今日
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26) 余紫雲（1855-99）、本名金梁、湖北羅田の人。旦角役者。父親は有名な老生役者、余三勝。
27) 陳徳霖（1862-1930）、名は鋆璋、号は麓畊、号は漱雲、原籍は山東黄県。旦角役者。
28) 本来は『荀子』の「青取之于藍、而青于藍（青は之を藍より取りて、藍よりも青し）」であるが、ここでは孫春山と陳宝雲が互いに
影響を与えたというのであろう。
29) 時小福（1846-1900）、同治（1862-74）、光緒（1875-1908）年間における青衣（女性の役柄である旦の一種で貞節な婦人を演じる役
柄）の名役者。江蘇呉県の人。梅蘭芳の祖父梅巧玲とも親しい交流があった。本書第二章（『訳注（一）』）参照。
30) 姜妙香（1890-1972）名は汶、字は慧波、芸名妙香、小生役者。原籍は直隷省河間府（今の河北省滄州地区）、北京に生まれる。『訳
注（四）』に既出。
折良くあなたがいらっしゃったのですから、話に加わってくださいませんか。」梅先生はそう言いながら、
振り返って私に言った。
｢姜六爺さんが知っている話は、結構多いんですよ。先輩方の話を実際に見聞きしたものですから、こ
れ以上確かなものはありませんよ。関係者でない人が書いたものが、しばしば人づてに聞いたものなの
で、事実と異なることがあるというのとは違いますよ。私と姜六爺が話すのを聞いて、価値のある話があ
れば、それを書きとめてください。話に間違いがないことは私が保障しますよ。もともと私たちのこの記
録には、先輩方の芝居に関する事も紹介すべきです。私一人のことだけ書いていては単調になります。今
日はちょっと趣向を変えましょう。」この時には姜六爺はすでに私の真正面にきちんと座っていた。梅先
生は彼を振り返りながら言った。
｢私たちはちょうど孫十爺が新しい節回しを創作した能力について話していたのです。あなたも彼の信
奉者ですから、話してください。」
姜六爺が言った。「私は孫十爺に直接会うことはできませんでした。私は彼の息子の孫舜臣に学んだの
です。現在私たちが演じている「祭江」の二黄慢板はこうです。“長江で別れたときのことを思い出すと、
後悔ばかりが先に立つ。夫君に背き、我が子を捨てるのは、とても辛いことだった。聞けば、白帝城に
て、皇叔殿は亡くなられたとのこと。長江の川辺に到り、お弔いをすれば、なんとまあ哀しくなること”。
この一段の歌詞はと節回しは、いずれも孫十爺が創作したものです。古い歌詞はこうです。“いまも憶え
ているのは、あのころここにやってきて、波が鴛鴦のつがいを打って離ればなれにしたこと。これよりは
菱花の鏡をのぞくことはするまい、清風の中にたちまち未亡人が現れる”。孫十爺の唱い方がこだわった
のは、柔軟な変化と鋭い口ぶりで、とりわけ感情面を重視していました。例えば第一句の節回しでは、
“後悔” の二字に重きを置き、孫尚香の恨みを抑揚を付けて表現し、クライマックスに到ります。末句の
“長江の川辺に到り” の長さは、彼はかなり速く唱い、すっきりとした感じを表しています。」
梅先生が言った。「この二段の歌詞からみると、二つの異なる意義が明らかになります。孫十爺が改編
したものは、昔の歌詞より好くなっていると感じます。彼が感情面を重視したとおっしゃいましたが、節
回しとせりふに関係性を持たせることは、全く正しいことです。せりふはすなわち登場人物の言葉です。
悲しい歌詞を唱うときに、もしも高い音程を使ったら、それは登場人物になりきって話しているのではな
く、唱う人が一人で勝手に歌詞を弄んでいるのであり、これではストーリーと全くかけ離れてしまうので
す。有名な俳優には、舞台で誰を演じてもその人になりきってしまうと言われる人がいます。これはその
俳優の扮装だけを言っているのではなく、唱やせりふ、身振り、表情すらも登場人物の身分に合致してい
て、俳優がまさに登場人物自身であるかのようにみえるのです。同時に観客も見た途端、その人が俳優で
あることを忘れてしまい、俳優を劇中の人だと見なすのです。このような俳優と登場人物の区別が付かな
くなるという境地というのは、役者が芝居の中に没入してこその最高の境地でしょう。姜六爺さん、そう
でしょう？」
姜六爺が言った。「全くその通りだよ。孫十爺自身は青衣を専門としたが、舞台で演じたことは無かっ
た。彼は演劇方面の学問においては、青衣の役柄だけでなく、老生、小生についても深い学識を持ってい
た。
楊月楼31)がある時孫十爺さんを芝居に招き、欠点を指摘してくれるよう頼んだ。当日、孫十爺は客席で
とても真剣に聞いて、間違ったところはグアズ（瓜子。ウリ類の種）をお皿の上に置いて数えた。芝居が
終わると、お皿はグアズでほとんど一杯になっていた。楽屋に行くと楊旦那が聞いてきた。“私の芝居は
土屋 育子，顧 靖宇70
31) 楊月楼（1844-90）、名は久昌、字は月楼。安徽懐寧の人。老生および武生役者。
今日はどうでしたか？” 孫十爺の返事はこうだった。“日を改めて詳しくお話ししましょう。”」
｢楊月楼は当時すでに名声を轟かせた一流の芸人でした。」梅先生が言った。「彼の演技にも多くの欠点
があったということは、芸術というのはこれでいいというところがないものだということです。それに、
しばしば自分自身の弱点に気がつかないことがあるので、客観的で正確な批評によることでさらなる進歩
を求めていくことができます。先輩方は注意すべき２つの点を述べています。（１）普段から虚心坦懐に
教えを請い、批評を受け入れて自分自身の芸術を充実させる。（２）舞台に上がったら、いささかもいい
加減にしない。もしその演目で自分が人より上手く唱えないと思ったら、唱わないようにする。譚鑫培が
「取成都｣32)を唱わず、汪桂芬が「空城計｣33)を唱わなかったのは、負けん気が強すぎたからです。しかし
芸術の進歩は、多方面の学習とお互いの競争によってこそ、古い伝統規律から新しい道に発展していくこ
とができるのです。」
｢アマチュア界で孫春山とともに有名であったのは、周子衡34)です。」姜六爺が言った。「彼はもっぱら
程大旦那に学び、技量が優れ、素人も専門家も一致して高く評価し、京劇の研究についても相当高い水準
に達した素晴らしい人物です。先輩の評価では、汪桂芬が程長庚に学んだ技術について、もとより非難す
るところはありません。しかし程長庚の声は、柔らかい中に力強さを含んでいて、汪桂芬よりもっと落ち
着いていて豊かな感じがあります。一方、周子衡の声は、厳しい訓練をしなくても、自然に程大旦那に
そっくりでした。ある時彼らが福興居で食事をしていたとき、周子衡が室内で「文昭関｣35)を唱っていま
した。程長庚は窓の外で聞いていましたが、何度もうなずいてよしよしと言っていました。陳老先生も子
供のとき殴られた笑い話をしていました。彼は三慶班で芝居を学んだではないですか。ある日三慶班とと
もにある堂会に出かけたとき、彼が楽屋にいると大旦那がすでに舞台に上がったのが聞こえました。子供
はいたずらをしたくてたまりませんから、じじいがいないのをいいことに、他の人と大声で騒いで、冗談
を言い合っていました。不意に誰かが彼の後頭部をぱしっと殴りました。振り返ってみると、ほかでもな
く、彼が最も恐れる程大旦那だったのです。びっくりしたのなんのって、なんと舞台で唱っていたのは周
子衡で、程大旦那ではなかったのです。考えてもみてください。陳老先生でさえ舞台で唱っているのが程
長庚なのか周子衡なのかわからないということは、彼らの声と唱とせりふが、実際に非常に似ていたとい
うことなのです。」
｢周子衡はもともと貴金属店の店主で、経営がうまくいかなくなって貴金属店を閉めたあと、“下海”
〔アマチュア俳優が正式に劇団に所属して出演することを “下海” という〕するつもりでした。彼が孫春
山と少し違っていたのは、プロの俳優に混じって実際に舞台に出演したということです。当時、北京同仁
堂の楽家が最も芝居を愛好していて、事情通でもありました。楽さんは、周子衡の唱とせりふはいいが、
しぐさと表情はよくないから、プロに転向するのはふさわしくないと考え、彼を同仁堂で雇い事務の仕事
をさせました。周子衡の生活費は、すべて楽家が負担したのです。彼らはこのように数十年間付き合い、
周子衡が亡くなるまで続きました。彼の年齢は譚旦那よりずっと上でした。汪桂芬がまだ大旦那のために
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32) ｢取成都」：『三国志演義』に基づく演目。劉備は成都へ兵を進め、劉璋は降伏を決意する。劉璋の部下王累は反対して望楼から飛び
降りて自尽する。劉備は入城し、自ら益州の牧となる。
33) ｢空城計」：『三国志演義』に基づく演目。馬謖の失策により街亭を失った蜀軍は、急遽退却を余儀なくされる。司馬懿率いる魏軍が
迫る中、諸葛亮のいる西城には老兵しかいない。諸葛亮は一計を案じ、城門をすべて開け放たせ、自らは城門の上でわずかな供だけ
で琴を弾じて司馬懿を出迎える。司馬懿は計略を疑い、急いで退却を命じる。魏軍が遠く去った後、蜀軍は速やかに退却した。
34) 周子衡（1815-1905）、同治、光緒年間の著名なアマチュア俳優。
35) ｢文昭関」：伍子胥は父と兄を楚の懐王に殺され、楚を逃れ呉へ投じようとする。文昭関まで来ると手配の人相書のため、通ることが
できない。隠士の東皐公が家に匿ってくれるが、心労のあまり伍子胥の髪は一晩で真っ白になってしまう。翌日、東皐公の作戦が功
を奏し、混乱のすきに乗じて伍子胥は文昭関を通過して落ち延びていく。
胡弓を弾くようになっていなかったころ、彼が程長庚の節回しを学んだという名声はすでに大変高くなっ
ていました。のちに汪桂芬はたえず彼に教えを請い、鳳二爺〔王鳳卿〕も彼のそばにいて多くのことを学
びました。彼は九十歳あまりで亡くなりました。私たちは彼がプロに混じって出演するのを見ることが出
来ました。口の力の入れ具合や落ち着いた発音は本当に素晴らしいものがありました。身振りについて
は、確かにまあ普通でした。」
｢これまで舞台役者の命運は、すべて観客によって決まってきたのです。」梅先生が言った。「芸術の進
歩は、半分は彼らの批評と励まし、半分は自分自身が精進を重ねることがあって、そうしてこそ優れた役
者になることができるのです。これは近道はないということです。王大爺〔瑶卿〕の言葉は大変このこと
をはっきり述べています。“一つはよい役者になること、もう一つはよい役者をやること”。よい役者にな
るというのは、最初の演目を演じる駆け出しから始めて、経験を積んで切りの演目をえんじられるように
なることで、彼の地位は観客の評判によって作られます。よい役者をやるというのは、自分が劇団を組ん
で切りの演目をつとめるように、よい役者の地位を作り出そうとすることです。この２つは性質が異なっ
ていて、生じる結果も違います。前者は基礎を固めて、一歩一歩着実に進んで、不敗の地に立ちます。後
者は挑戦の意味合いがあり、もしも一発で成功できなければ、再起不能になってしまうかもしれません。」
第九章 多方面の学習
一 教えを受けた先生と友人
ある日、葆玖は大衆劇場〔華楽戯院跡地〕で「打漁殺家｣36)と「女起解」を演じた。梅先生は王大爺を
芝居に招いた。大先輩から息子に教示していただこうと考えたのである。我々は、劇場に行く前に話をす
る機会をあった。
｢我が家の芝居を学ぶ伝統は、祖父の代から、多方面に先輩方から教えを受けるようにと主張していま
した。私の場合、最初の師匠呉菱仙のほかに、教えていただいた老先輩はそれはとても多くいらっしゃる
んですよ。何人か挙げてみましょう。
京劇では、伯父が「武家坡」、「大登殿」、「玉堂春」を教えてくれました。
陳老先生は、昆曲と乱弾（地方劇の一種）両面について指導してくれました。昆曲では「游園驚夢｣37)、
「思凡」、「断橋」など、たくさんの身振りを教えてくれましたが、どれも大変貴重な経験です。京劇の青
衣の唱もいつも教えていただいています。
｢虹霓関｣38)は王瑶卿先生が教えてくれました。「酔酒」は路三宝39) 先生が教えてくれました。茹莱卿40)
先生は立ち回りを教えてくれました。
銭金福41) 先生は「鎮檀州｣42)の楊再興、「三江口｣43)の周瑜を教えてくれました。この二つの演目は学ん
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36) ｢打漁殺家」：梁山の英雄蕭恩は娘の桂英とともに漁師をして暮らしている。地主の丁員外の手下に漁税を要求されるが金はなく、恥
ずかしめを受けるところを、同船していた李俊らが追い返す。蕭恩は罪に問われることを恐れ、県の役所に申し出るが、県令は丁員
外をかばって蕭恩に重罰を加えようとする。蕭恩は耐えきれず、丁員外の屋敷に乗り込み大立ち回りを演じて去っていく。
37) ｢游園驚夢」：明・湯顕祖作『牡丹亭還魂記』の一段。ヒロイン杜麗娘が庭園をそぞろ歩きし、ふと居眠りをしたとき、夢の中で若い
男（柳夢梅）と出会い恋情を抱くさまを描く。崑曲の代表演目。
38) ｢虹霓関」：隋末唐初が舞台の「説唐」ものの演目。『訳注（四）』に既出。
39) 路三宝（1877-1918）、花旦役者。名は振銘、字は厚田、号は芷園。山東の人。梅蘭芳、荀慧生らに花旦を教えた。
40) 茹莱卿（1864-1923）は、梅蘭芳の先生の一人。本書第三章五「武工」（『訳注（続）』）に既出。
41) 銭金福（1862-1942）、花臉役者。満州族、北京の人。
42) ｢鎮檀州」：「岳飛」ものの演目。「鎮潭州」とも。楊再興は九龍山で挙兵し、潭州を攻撃する。岳飛と楊再興が一騎打ちをし、他の者
の加勢を禁じる。岳飛の子岳雲がその命令を知らず父を助太刀したために、岳飛は楊再興から侮辱を受ける。岳飛は岳雲を棒叩きに
し、楊再興へ謝罪させる。翌日、岳飛が楊再興を落馬させたことで、楊再興はようやく降伏する。
だあと、古くからの友人の家での堂会で一度だけ唱ったことがありますが、劇場では演じたことはありま
せん。「鎮檀州」は楊旦那〔楊小楼44)〕と、「三江口」は銭老先生と演じました。そのほか少し立ち回りが
ある演目についても、銭老先生に教えてもらったことが少なくありません。
李寿山先生は大李七と呼ばれていました。彼と陳老先生、銭老先生は、みな三慶班の学生でした。はじ
め昆曲の女形役者でしたが、のちに花臉に改めました。昆曲の「風箏誤｣45)、「金山寺」、「断橋」と吹腔の
「昭君出塞｣46)を教えてもらいました。
専ら昆曲を教えてくれた先生は、さらに喬惠蘭、謝昆泉、陳嘉梁の三人がいらっしゃいます。喬先生は
昆曲の女形役者でしたが、晩年はあまり舞台に立たなくなりました。謝先生は私が蘇州からお招きした昆
曲の先生です。陳先生は陳金爵のお孫さんで、私の祖母の甥でした。彼の家は四代続いて昆曲に携わり、
私が若い時に演じた昆曲は、すべて彼が笛の伴奏をしてくれました。
私は九・一八（1931年満州事変）のあと、上海に家を移しました。そのときにまた丁蘭蓀、兪振飛、許
伯遒の三人と昆曲の身振りと唱い方について研究をしました。
以上挙げた数名はみな直接私に指導をしてくれた人です。それから芝居を愛好し芸術批評をする多くの
方々が、お芝居を観て、一心に私の欠点を探し、見つけたらいつでも私に提起し正してくれるのです。舞
台では自分の表情や動作を見ることは出来ませんから、このような熱心な友人が鏡や明かりのようになっ
て、永遠に私を照らし続けてくれるのです。
以前ある老先生がこのようなたとえ話をしてくれました。“役者は美術家のようだ、観客は鑑賞家のよ
うだ。彫刻作品と絵画は、その善し悪しをみなが鑑定してこそ、その本当の価値は明らかにできる。”
私の母方のおじ徐蘭沅が全部で二十二文字ある対聯をひとつ教えてくれました。そのなかにはたった八
つの文字で、演技上の技術の多くの段階を表しています。とてもうまく作られた対聯なので、それを覚え
ました。書きとめてください。ʻ私を見ると私でなく、私が私を見ると、私も私ではない。誰かに扮する
と誰かに似ている、誰かが誰かに扮すると、誰かは誰かに似ているだけ。ʼ」
私は聞き終えると、一生懸命に頭を使って考えて、ようやくこの対聯が確かに簡単な文字を使っていな
がら、深い意味を含んでいると感じた。梅先生が言っている八つの文字というのは、前半の句の “看我非
我（私を見ると私でなく）” と後半の句の “装誰像誰（誰かに扮すると誰かに似ている）” を指していて、
その他の字はすべてくり返しである。
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43) ｢三江口」：「黄鶴楼」とも。「三国志」ものの演目。劉備は周瑜の招待を受け、黄鶴楼に赴くことになる。諸葛亮が趙雲を連れていく
ようすすめ、事前に策を授ける。劉備は周瑜と会見したが、荊州を巡って口論となる。楼を下りようとすると兵士に止められるが、
諸葛亮の策により無事に戻る。
44) 楊小楼（1878-1938）、武生役者。名は三元、楊月楼の子、安徽懐寧の人。幼い頃から京劇を学び、29歳のとき昇平署（朝廷内の劇団
を管轄する役所）に入り、その演技は西太后に愛された。のち後学の役者とも共演し、多くの影響を与えた。
45) ｢風箏誤」：明・李漁の伝奇『風箏誤』を改編した演目。書生韓奇仲は幼くして親を失い、父の友人戚輔臣の家に暮らし、子の友先と
は遊び仲間。ある日、二人が凧揚げをしていると糸が切れ、詹武承の邸宅に落ちる。詹家には梅氏と柳氏の二人の妾がおり、梅氏の
娘愛娟は醜く、柳氏の娘淑娟は美人。淑娟は凧を拾い、凧に書かれた韓奇仲の詩に和して詩を書き付け、友先に返す。奇仲はまた詩
を書いた凧を揚げて、わざと詹家に落とし、友先になりすまして詹家に行くと、凧は愛娟が拾っており、愛娟は淑娟になりすまして
今晩会う約束をする。奇仲は夜に約束通り会いに行くが、愛娟の顔をみて仰天して逃げ帰る。息子の不才を知る戚輔臣は、愛娟との
結婚を命じる。奇仲は科挙に合格し、詹武承の元で軍功を立てる。詹武承は娘淑娟との縁談を奇仲に持ちかける。奇仲は愛娟と思っ
て断るが、戚輔臣が強引に話を進める。結婚式の夜、妻と顔を合わせた奇仲は、誤解であったことを知る。
46) ｢昭君出塞」：漢の元帝の後宮にいた王嬙（昭君）は、絵師の毛延寿に賄賂を贈らなかったために醜く描かれた。元帝は毛の不正を
知って斬ろうとするが、毛は匈奴へ逃亡する。元帝は王昭君を寵愛するが、彼女の美貌を知った匈奴王が兵を率いてきたため、やむ
なく彼女を匈奴に嫁がせる。
二 ｢虹霓関」第二部
｢ここ数十年で」、梅先生が続けて言った。「学んだことは少ないとは言えませんが、いくらかは記憶が
曖昧になってきました。鏡の表面に埃が付くのと同じで、思い出す努力をすることで、きれいにすること
ができます。ですからこの舞台生活を書くことは、私の記憶にとって、温故知新の効果があるのです。
私は「玉堂春」を演じた後、まもなく「虹霓関」、「樊江関｣47)、「汾河湾｣48)など一連の演目を演じまし
たが、いずれも王大爺の流派の芝居です。「虹霓関」第二部は言うまでもなく、彼が自ら教えてくれたも
のです。「汾河湾」はいつも彼が演じるのを見ていたので、知らず知らずのうちに覚えてしまいました。
私が「虹霓関」を学んだ経緯はこうでした。私は先によく彼が演じるのを見ていたので、興味を持ちま
した。その後伯父も私がこの演目を演じるのにちょうどよい年齢だと思ったので、王大爺と相談して私に
教えるように頼んでくれたのです。ある日伯父が王さんの家に私を連れて行き、私は彼に向かって香を焚
き額を地につけて拝礼し、正式に弟子入りしました。王大爺はきっぱりと私に言いました。
ʻ長幼の序から言えば私たちは同世代だ。私たちは形にこだわる必要はない、やはり兄と弟で呼び合お
う。君は私を大哥と呼び、私は君を蘭弟と呼ぼう。ʼ伯父は彼と最も親しく付き合っていて、彼がさっぱ
りとした性格で、格式張ったことを嫌うことを知っていたので、こちらが遠慮するよりはあちらの言うと
おりにしたほうがよいと考えました。それで私たちは師匠と弟子の関係でしたが、ずっと兄と弟で呼び
合っています。
｢虹霓関」第二部の小間使役は、以前の俳優たちは花褶子（褶子は丈の長い中国服で、花褶子とは模様
が入った服）と長坎肩（長チョッキ）を着ていました。私は時小福老先生の肖像画を見たことがあったの
で、このような扮装にしたのです。王大爺がこの芝居を演じるのを見てから、あわせの上着、チョッキ、
スカートに改めました。私は彼から学びましたから、当然彼のやり方に沿って衣裳も身につけるのです。
いったい誰にならって改めるようになったのかと聞かれたら、王大爺本人にお答えいただくことができま
す。まもなく彼が私に会いに行きますから、私たちは楽屋で詳しく聞いてみましょう。」
この日葆玖は二つの演目を演じるので、私たちはとても早く劇場に着いた。王大爺はまだ来ていなかっ
たので、譚元寿49)に会った。彼は譚鑫培のひ孫で、譚富英の息子である。梅葆玖は梅巧玲のひ孫である。
今日はこの二人の四代同じ役柄で続く役者一家の後継者が、「打漁殺家」で共演することは大変興味深い。
梅先生はパンフレットの “譚梅” の大きな二文字をみて、感慨深げに言った。
｢昔は劇団の慣例で、当日の晩の演目は一枚の黄色い紙に書いて、事務係が午前中に送ってきて、その
役者が時間を計って舞台に遅れないようにしたのです。もしよい役者、例えば兪菊笙の「長坂坡」なら、
そのパンフレットには大きく ʻ兪ʼ の一字だけが書かれ、下に多くの脇役の名が並びます。私が当時譚旦
那と共演していたときにも、パンフレットにはこの二文字がありました。三十数年後に、またこれを見ら
れるとは思いませんでした。」
この二人の役者はすでに支度を調え、まもなく出番であった。梅先生が王大爺の手を引いて歩いてやっ
て来るのが見えた。私が慌てて王大爺に挨拶をすると、彼も満面に笑みを湛えて私に挨拶した。「許さん、
このところ会わなかったけれど、なにかよい文章を書いたかい？」
｢とんでもない」。私も笑いながら彼に答えていった。「わたしたちはちょうどあなたに教えていただこ
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47) ｢樊江関」：「姑嫂英雄」とも。唐の太宗は薛仁貴を連れて西征に向かうが、陽関、白馬関のあたりで敵方に包囲される。薛の妻柳迎
春は樊江関を守備する樊梨花に救援を求める。樊が準備をしているところへ、薛の娘薛金蓮が到着して遅いことをなじるが、柳迎春
がとりなして仲良く出陣する。
48) ｢汾河湾」：薛仁貴は軍功を立て、妻の柳迎春に会いに帰郷する。家に男の靴があるのを見て薛は妻の不貞を疑うが、それは息子の薛
丁山のものであった。やがて、途中の汾河湾で誤って射殺した少年が息子であることがわかり、夫婦二人は悲しみに暮れる。
49) 譚元寿（1928-）、京劇の老生役者。曾祖父は譚鑫培、祖父は譚小培、父は譚富英。
うと思っていたんです。お話できますか？」
｢ちょっとだめなんだ。」王大爺は言った。「今日は梅さんに息子さんの芝居を見るように呼ばれたから、
しっかり「打漁殺家」をみなくちゃならないんだ。用事があるなら明日うちに来てもらって詳しく話そ
う。」
｢それはいいです。」私は言った。「この「打漁殺家」の蕭桂英の役は、あなたが演じてから人気が出る
ようになったので、ご教示いただきたいのです。」
｢それは恐れ入る。」王大爺が言った。「この芝居を軽く見てはいけない。とても難しい唱だからね。桂
英は脇役なので、あちこちで蕭恩を引き立てなければならない。同時に自分の範囲内で見せ場を作らなく
ては、精彩を欠きがちだ。昔の名優は、この芝居を演じなかったんだよ。」彼は梅先生を指さしながら続
けて私に言った。
｢私たち二人が、蕭桂英のお芝居での地位を高めたんだ。私はずっと譚旦那と共演していた。梅さんは
当時余叔岩を引き立てるためにこの芝居を演じていた。」
舞台では楽隊が入れ替わり、蕭桂英が簾の中で倒板 “海水はひろびろとして白波が起こる” を唱いおえ
た。彼ら二人は紗張りの窓格子の中に身を隠し、全神経を集中させて舞台をみている。私も客席に移動し
て芝居を見に行った。
二日目の夜、王少卿は我々を自宅での夕食に招待してくれた。食事の後、葆玖が民主劇場（開明戯院跡
地）で「玉堂春」を演じるため、梅先生は彼の息子を引っ張りながら私に言った。
｢私たちは劇場へ行きますよ、あなたは残って、王大爺さんと「虹霓関」について話をしてください。」
私は王少卿が住む南院から王大爺が住む北院へ移動した。二十年前よく訪れた部屋に足を踏み入れる
と、ベッドの位置が少し移動していただけで、ほかはすべて当時のままであった。彼は窓際の椅子に腰掛
けていて、彼の二人の友人――杜頴陶補注１ と周貽白補注２ ――が西北を旅行した話をするのを聞いていた。
私が入ってくるのを見ると、彼は水ギセルの袋を持ち上げ、私に座るよう招いた。
｢すみません。」私は言った。「お話中、お邪魔します。」
｢かまわないよ、私たちは毎日顔を合わせているから。」王大爺が言った。「みんなよく知った友人だよ。
あなたが今夜わざわざいらしたのは、何を聞きたいのかね？」
〔原注〕王大爺の話は、いつもユーモアに富み諧謔があると同時に、芝居の文句を引用し、彼の友人を
描写するのを好んだ。興に乗ると、さらに短文を作り、その友人の性格と特徴を形容した。それを聞く
と、まるで映画の中にその友人のクローズアップを見るようだった。だから当時この部屋にはいつも賓
客が集まり、みな彼の話を聞くのを好んだ。
｢梅先生が私にあなたに聞くように言ったのです。」私は言った。「「虹霓関」第二部に登場する小間使の
衣裳については、誰にもとづいて改めたのですか？」彼は水ギセルを吸ってしばらく考えてから、このよ
うに私に答えた。
｢「虹霓関」第二部の小間使は、時小福が花褶子と長い袖無しを着ていたのだ。私はこの芝居をまず万盞
灯補注３に学んだ。のちに私は衣裳を裏付きの上着とチョッキに改めて、下にはスカートを穿いた。これは
余紫雲の扮装に基づいて改めたんだ。しかし余旦那はかかとの高いくつ50)を履いていたが、私は履かな
かった。この点に違いがある。
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50) 原文は “蹺”。かかとを高くして脚が小さく見えるようにした舞台用のくつで、纏足をしていることを示す。
芝居での小間使役の衣裳は、大小間使と小小間使の区別がある。「虹霓関」第二部、「佳期」、「拷紅」、
「鬧学」などの演目は、みな大小間使の身分で、裏付きの上着、スカート、チョッキを着なければならず、
ただ上着とズボンだけ身につけるのはだめだった。以前は「虹霓関」第二部の東方氏の役も、花褶子を着
ていたが、のちにみなスカートと上着に改めた。
｢東方氏は刀馬旦（女武将の役柄）が扮し、小間使は青衣が扮する。当時は余紫雲が小間使に扮して最
も上手く演じていて、彼以上に演じられる人はいなかったから、誰もこの芝居を演じようとしなかった。
学んでも演じる勇気がない、誰がこんな無駄なことをするものかね。のちにできる人も少なくなってし
まった。私が小鴻奎劇団にいたとき、劇団長主の陳丹仙が汪桂芬の相弟子だった。彼が南方から招いた李
紫珊、芸名万盞灯は、刀馬旦と花旦が得意で、「馬上縁」、「小上墳」、「虹霓関」などは彼の十八番だった。
初日の演目は「虹霓関」をすることになった。劇団の青衣役者は、私と劇団主の息子陳七十しかいなかっ
たが、二人ともこの小間使を演じられない。陳七十は若旦那だから、できなければ演じなくていい。しか
し私は演じられないとはいえないから、急いで勉強することになった。まず李先生に教えを請うと、なん
と彼は詳しく私に教えてくれた。身振りを覚えると、次に私の先生の謝双寿先生に唱を教えてもらった。
私は李先生と２回共演し、観客から好評を得て、私もこの芝居から人気が出るようになった。これが私が
「虹霓関」を学んだ経緯だ。畹華が私からこの芝居を学んだときは、彼の伯父さんが彼を連れてきて私に
頼んだんだ。私は雨田（梅蘭芳の伯父）と仲が良かったから、彼の意図は、当時私ができる演目は畹華よ
り多かったので、この「虹霓関」第二部は彼の甥に譲ってほしいことだとわかった。だから畹華が学び終
えた後は、私はもうこの演目を演じないようにした。」
｢「虹霓関」の東方氏は、昔の演じ方では一人の役者が第一部と第二部を演じていた。今のように第一部
はまず東方氏を演じ、第二部は小間使に改めて演じるというのは、畹華が始めたことなんだ。これは彼の
性格が第二部の東方氏に合わないため、このように変えたのだ。」
｢梅先生の「虹霓関」はあなたが教えられたものだということは、我々みなしっています。彼はさらに
「汾河湾」は誰かに教えてもらったものではなく、いつもあなたが演じられるのをみて覚えたといってい
ますが、そういうことはあったのでしょうか。」私はこのように尋ねた。
｢大いにありうることだ。」王大爺は言った。「我々業界にこういう言葉がある。“玄人はやり方を見、素
人はにぎわいを見る”。信じられないかもしれないが、私の「汾河湾」も、時小福の公演をいつも見てい
て、このようにできるようになったんだ。実は、以前柳迎春の登場はまず二黄慢板のメロディで唱って、
薛仁貴が登場してから西皮のメロディに改めて唱った。ヤオトンの外での一段と、ヤオトンに入ってから
のせりふは、「武家坡」と同じ版木を使ったみたいにまったく同じで、ひどくつまらなかった。時小福が
すべて西皮に改め、あわせて歌詞やせりふを変更して、かなりいきいきしたものになった。私は彼のやり
方に基づいて演じたんだ。」
｢私が初めて「汾河湾」を演じたのは、清の宮廷での李順亭との共演だ〔時小福は宮廷にいて、いつも
李順亭と「汾河湾」で共演した〕。のちに私は、譚旦那と共演する回数が最も多くなった。畹華は若いと
きに譚旦那と何度か共演して、のちに王鳳卿とよく共演した。昔の役者は、みな工夫を凝らしてこの芝居
を磨き上げていて、よくいう “なんでもできる必要はない、一つ優れているものがあればよい” というこ
とだ。余紫雲の「虹霓関」、時小福の「汾河湾」といったものは、いずれも “一つの優れたもの” だ。」
このとき室内にいた客はみんな帰ってしまった。私も彼に暇乞いを告げ、劇場へ急いだ。葆玖が「玉堂
春」を演じ終えてから、私はまた梅先生の車に乗ってもどった。
我々は客間に入った。梅先生が着替えをし、暖炉のそばのソファに腰掛けたとたん、一匹の灰色の猫が
歩いてきて、ぱっと彼の体に飛び乗った。両眼を見開いて、優しいまなざしで彼を見つめた。梅先生は手
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でそっと彼の体を撫でながら、私に王大爺の話を一通りさせました。
〔原注〕梅先生夫妻はここ数年来、猫を飼うのを好んでいる。一昨年上海の思南路の家に住んでいたと
きは、一番のお気に入りの小さな白猫を一匹飼っていた。その毛並みは雪のように白く、人を喜ばすこ
とも上手かった。その猫はいつも上の階から下りず、夜も彼らの寝室で眠り、ずっと彼らのパートナー
だった。梅先生は辛抱強くいつも猫の体を洗ってやった。ある日、この子猫は急に病気になり、ウヤク
（烏薬：漢方薬の一種）を飲ませたり、注射をしたりしたが、どうしても治すことができなかった。あ
る日の明け方、ご主人様に最後の目礼をして、永遠に別れを告げた。その日私はちょうど彼の家にい
て、梅先生夫妻がその子猫の死に涙を流しているのを見かけた。のちにある友人がこの事を知って、ま
た彼らに “大白” という白猫を贈った。その毛並みはまあまあ白く、前の猫よりずっと活発であった。
紙に包んだ角砂糖を適当に遠くに投げると、大白はすぐに飛ぶように走っていき、それをくわえてご主
人様のところに戻ってくる。まことに不思議なことに、大白はまるで人の気持ちがわかるように、梅先
生が座って食事をしているのを見ると、いつものように彼の懐に飛び込み、顔を上げしっぽを振って、
両前足をテーブルの端に掛けて、ご主人様が食べさせてくれるのを待った。梅先生がタオルで顔をぬぐ
うだけで、大白はご主人様が食事を済ませたことを理解し、また飛び降りて、体をふるわせて、歩いて
行ってしまう。
｢「虹霓関」第二部、「樊江関」、「汾河湾」は、演じるのが難しいです。」梅先生は言った。「唱の部分が
少なく、せりふが多く、表情と身振りの比重が多いのです。先輩の名俳優の演技を多く見ていないと、深
いところまで推察することができません。ただ先生の教えだけでは不十分なのです。」
｢「虹霓関」第二部の小間使は、善人の役です。活発で無邪気に演じなくてはならず、ずるく軽薄な感じ
にしてはいけないのです。私と王大爺は青衣の基礎がありますから、度を超すということはありません。
もしも花旦だけを専門とする役者に演じさせれば、軽薄な感じに傾きがちで、それはこの芝居の身分に合
わなくなってしまいます。また本当に不思議なことに、私は小さい頃にこの芝居をみておもしろいと思
い、学んでからは演じた回数も最も多くなりました。のちにまた学んだ「佳期」「拷紅」と「春香鬧学」
はみな大小間使の演目です。私はこれらの演目を融合して互いに活用し、これによって多くのことを体得
してきました。習うより慣れよということかもしれませんが、私は「虹霓関」第二部を演じるたびに新し
い収穫があります。ですからこのわずか30分の芝居ですが、私は昨年確かにこれによって評判を取ったの
です。」
｢民国二年（1913）の５月、広徳楼で夜にチャリティー公演が兪振庭によって行われました。譚鑫培、
劉鴻声51)、楊小楼など名優がみな招かれて特別出演し、私も招かれました。私に予定された演目は、王蕙
芳と共演の「五花洞｣52)でした。あいにく私はその日、湖広会館での堂会に出演しなければならず、間に
合いません。マネージャーはこんなに多くの名優が出演していれば、私が唱わなくても、大したことはな
いと考えました。ところが、劉鴻声、張宝昆の「黄鶴楼｣53)が終わり、譚旦那が演じる「盗宗巻｣54)の張蒼
がまだ登場しないうちから、客席の観客たちが騒ぎはじめて収集がつかない状態になり、人を遣って急い
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51) 劉鴻声（1875-1921）、劉鴻昇とも。字は子余、号は沢浜、北京順義の人。はじめは花臉役者であったが、のちに老生役者に転向し、
民国初年に人気を博した。
52) ｢五花洞」：五毒精が潘金蓮と武大の二人に化けたため真偽がわからなくなり、４人で知県に訴え出る。さらにニセ知県が現れ、みな
で名裁判官包拯に訴える。包拯は天兵で化け物を降伏させる。
53) ｢黄鶴楼」：注43参照。
で私を探しにきました。私がちょうど蕙芳と「虹霓関」第二部を演じ終えて、舞台を下がったところで、
使いの人が退場口をふさいで私に言いました。
“客が承知しないんです、ご足労願います。”
“わかりました。衣裳を脱いでからすぐに行きます。”
“だめです。劇場を救うのは火事を消すのと同じ、それでは間に合いません。車に乗って下さい。”
私の返事を待たずに、私たちを車に押し込みました。私たちは舞台用の冠をかぶって、舞台衣裳を着け
たままで、車に乗り、互いに顔を見合わせながら、おかしい気分になりました。」
｢「盗宗巻」がまもなく終わるというときに、大マネージャーは私たちが楽屋に入ってくるのをみると、
急いでやってきて言いました。“よかった、よかった。救いの神がやってきた、はやく舞台にあがってく
ださい。”」
｢観客は私が登場するのをみると、多くの人が私が駆けつけてきたことを悟り、私に同情のまなざしを
向けました。そのような熱い思いは、今日に到るまで私に深い感謝の念を思い起こさせます。」
｢その日、私と共演して王伯党を演じたのは陸杏林でした。彼も「盗宗巻」を演じ終えたばかりで、臨
時で「虹霓関」を演じることになり、扎巾をかぶる時間がなく、甩髪（頭頂部で束ねたままの髪型で、そ
の人物が苦境に陥っていることを示す。下記の原注を参照）のままで登場しました。観客はきっと物珍し
いと思ったでしょうが、私は舞台で彼の扮装をみて、かえって芝居の内容に合っていると思いました。捕
われの身となった敵将が、甩髪のままなのは彼が戦場で苦しい状況にあったことを示すことができるから
です。」
〔原注〕舞台での武将が甩髪になるのは、二つの意味がある。一つは戦う双方が非常に激しい戦闘をし
ていることを表す。例えば「葭萌関｣55)の張飛と馬超では、どちらも甩髪をつける。もう一つは戦闘中
に敗北した武将が、鎧やかぶとを打ち落とされた様子を表す。例えば「槍挑穆天王｣56)で捕らえられた
楊宗保は、登場したときに甩髪をつけている。
｢もしもその日の晩のチャリティー公演を、われわれがのちに行ったチャリティー公演と同じものと考
えたら、それは間違いです。あれは、いま北京で流行っている共同公演と同じ性格のものでした。この時
期の流れは我々演劇界ののちの業務の発展と関係があるので、私は簡単に説明しなければなりません。」
｢清朝の時代、北京の各劇場ではずっと照明を付けて芝居を行ってはならないというきまりがありまし
た。これは古くからの観客はみな知っていることです。このように昼間に公演するのは、しばしば時間的
にうまく割り振りができませんでした。毎日の演目は全部で十数個あり、今と同じように名優の芝居は後
ろのほうに並べられていました。夏は日が暮れるのが遅いので、時間に余裕を持って演じ終えることがで
きますが、冬に昼の時間が短くなると、トリの芝居はいつも日が暮れてから登場することになります。政
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54) ｢盗宗巻」：漢の帝位簒奪を狙う呂后（劉邦の妻）は、宗室の反対を恐れ、御史の張蒼を騙して劉氏の宗譜を出させ、その場で焼却す
る。淮河梁王劉通は田子春を通して丞相陳平に宗譜を取り戻すよう命じる。陳平が張蒼に迫ると、張は宗譜が無くなっているために
自尽しようとするが、張の子秀玉が呂后の策謀に気付き、偽物とすり替えていたため、本物は無事に陳平に渡される。
55) ｢葭萌関」：「両将軍」「夜戦馬超」とも。「三国志」ものの演目。馬超は張魯に降り、張魯の命で葭萌関で劉備軍を迎え討つ。馬超と
張飛が一騎打ちで戦うが、勝負がつかない。劉備は馬超の武勇を喜び、降伏をすすめる。馬超は大義を知り、劉備の軍に身を投じ
る。
56) ｢槍挑穆天王」：「穆天王」とも。楊宗保は降龍木を求めて穆柯寨に赴くが、穆家の娘穆桂英と戦い捕らわれる。桂英は彼を気に入り
結婚を迫るが、宗保は父楊延昭の怒りをおそれて承知しないので、降龍木を与えることを条件に結婚する。宗保が捕らえられたとの
知らせに楊延昭が攻めてくるが、桂英と戦い敗れる。慌てて宗保がわけを話し、桂英は楊家の軍に加わることになる。
府の禁令で照明をつけてはいけない以上、劇場側にはもともと照明の設備はありません。ではどうしたら
よいでしょう？一般的な習慣で、いくつかの松明をつけて照らしながら唱い、この松明はすべて香で点け
ていました。当然、観客は霧の中で花を看ているような感じになり、どうしてはっきり見ることができる
でしょう。だからこういうこともありました。ある人が譚旦那の芝居をたくさん見たことがあったのに、
彼の容貌についてはほとんど知らなかったというのは、こういうわけがあったのです。さいわい当時の観
客は、この方面に対する要求はあまり高くなかったので、松明の明かりの下で漠然と見ていたのです。も
し今の劇場で同じことをしたら、観客は見に来ることはないでしょう。」
｢民国初年（1912）、これはずっと守られた古い習慣でした。われわれ演劇界にはこの重い難関を打ち破
ろうとする先輩方がいました。まず “チャリティー” という名目で夜の公演を許可してもらい、実際に多
くの名優を集め、大いに特別出演をするというのが彼らの目的でした。所謂 “チャリティー” というの
は、適当に学校の類に寄付するという名分を借り、普通の営業公演とは異なることを示したに過ぎず、禁
令の縛りを免れようとしたのです。これもそのような封建的な暴威のもとで演劇界の業務は不自由な状況
にあったことが見て取れ、このような有名無実の方法を使って、当時の環境に合わせていたのです。」
｢この夜のチャリティー公演がきっかけとなって、ようやく “夜に演じてはならない” という古い習慣、
古い考え方を変えてきたのです。さらに劇場の通常の公演さえも、普通に夜に行われるようになりまし
た。」
〔原注〕以前の北京では、夜の公演が禁じられていただけでなく、女性が芝居を見ることもできなかっ
た。社会的な気風で、男女が同じ場所に入り交じっているというのは良俗を乱すと考えられたのであ
る。芝居はもっぱら男性が見るために演じられたようなもので、女性はこのような正統な娯楽を享受す
る権利がなかった。これこそ本当に封建時代の頭の固い考え方だ。民国以後、多くの女性客が劇場に押
し寄せ、演劇界全体に急激な変化をもたらした。以前、老生や武生の人気が高かったのは、男性客が芝
居を見ることがすでに長い歴史を持っていたので、老生や武生の芸術に対して、一般的に批判や鑑賞を
することができたからである。女性客は芝居を見ることを始めたばかりであり、当然かなり素人である
ので、にぎやかな場面ばかりを見に来て、それは必ず先ずきれいな役者を選んでみようとする。譚鑫培
のような干からびた老人は彼の芸術を理解できなければ、彼に対する興味もわくことはないでしょう。
だから旦角の役柄が、彼女たちが好んで見る対象となった。数年も経たぬうちに、青衣は多くの観客を
抱えることになり、一躍芝居の役柄の中で重要な地位をあてられることになった。のちに参加した新し
い観客たちもこの傾向を促進する力を持っていた。
私たちが夢中になって話していると、外では西北の風がヒューヒューと吹き、暖炉の火はすでに消えか
かっており、部屋の温度はだんだんと低くなってきた。梅先生は時計を見ながら言った。
｢大変だ。もうすぐ４時です。眠りましょう。明日は日曜日で、すでに40年来の友人である言簡斉と約
束があるんです。彼は来るのが早いんです。」
二日目の昼、私たちが原稿を整理していると、この言先生が案の定やってきた。我々があの日の夜の
チャリティー公演について書いているというと、彼は大声で言った。
｢そりゃあちょうどいい。あの日の盛大な公演には、私もその場にいたんだよ。当時の観客の盛り上が
りは、あれからもうすぐ40年になるけれど、私にはまだ目の前に浮かんでくるよ。」
｢それはちょうど良かった。」梅先生が言った。「私があの日劇場に駆けつけたときは、楽屋でのことし
かわかりません。客席はどんなふうに騒いでいたのか、お話し下さい。」言先生は腰掛けると、巻きたば
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こに火を点け、上を向き、ちょっと考えてから、その日客席の緊迫した状況を詳しく話した。
｢間違いない。それは民国二年（1913）の初夏のことで、日付ははっきりとは覚えていない。私は数人
の友人と事前にボックス席を予約していた。紅豆館主侗五爺（愛新覚羅溥侗（1877-1950）、字は厚斎、西
園、号は紅豆館主。父載治は、乾隆帝第11子成親王永窯の曾孫）も一緒だった。私が劇場に入ったとき、
舞台ではちょうど呉采霞が「孝感天｣57)を演じていて、その次は「黄鶴楼」で、劉鴻声の劉備と、張宝昆
の周瑜だった。その時の観客もひどく感情的になっていた。劉備と周瑜が差し向かいで酒を酌み交わして
いるとき、周瑜が冷笑し劉備が馬鹿笑いするところではなかったかな、観客が喝采を送った。なぜなら二
人の役者はどちらも上手く演じていたので、続けてまた “劉鴻声がいいぞ” という声が付け加えられた。
“いいぞ” というかけ声の前に役者の名前を付けるのは実に珍しいことだ。侗五爺も聞くなり呆然として
いたのも無理もない。」
｢パンフレットには梅蘭芳、王蕙芳共演の「五花洞」とあり、順番は「黄鶴楼」の直前だったが、観客
は最初この二つの演目は入れ替えで演じられ、次はきっと「五花洞」だと思い込んでいた。「盗宗巻」の
皇太后が登場するのを見て、考えていた順番と違うと思った。「盗宗巻」は譚鑫培が張蒼、賈洪林が陳平、
戴韻芳が皇太后、謝宝雲58)が張夫人、陸杏林が張蒼の息子にそれぞれ扮していた。慣例では「五花洞」の
前には演じないことになっていたから、それでは「五花洞」は上演されないことになったと、すぐに観客
は納得せず、大騒ぎになった。人の群れがざわつき始め、多くの人々が勝手に声を上げた。“どうして
「五花洞」がないんだ。どうして梅蘭芳が出て来ないんだ”。想像してください、建物内の上も下もこんな
ふうに大声をあげて、秩序などありゃしない。状況はますますひどくなって、譚さんの張蒼が舞台に出て
来ても、収めることができない。彼が演目を二つ演じたところで、舞台に一枚の紙が張り出された。そこ
には “梅蘭芳は今晩必ず出演します。” という九文字が書かれてあった。それでやっと少し落ち着いた。
こんな混乱した気分のなかで、譚さんも唱いにくかったとみえて、この「盗宗巻」はなんとか切り抜けた
という感じだった。続いて王蕙芳が扮する東方氏が登場すると、客席からまた大声が響いた。“「五花洞」
を「虹霓関」に変えて、梅蘭芳がまた登場するぞ”。梅先生が小間使に扮して登場すると、観客はどっと
歓声をあげ、まるでなにか宝物を無くしてまた戻ってきたかのようでした。このような思いがけない喜び
にあふれた表情に対して、私はまったく形容のしようがない。」
｢王伯党に扮したのはまた陸杏林だった。“護送せよ” の一声のあと、彼の扮装は、確かにちょっと目障
りだった。通例では扎巾をかぶり、箭衣を着ている。その日の王伯党は、頭には扎巾をかぶらず、甩髪を
付けている。彼が東方氏との結婚を承諾してから、私の側にいた年配の観客が言った。“婚礼では彼はど
うやって天に拝礼するのだろう？どう思うかね。彼が紅風帽をかぶったら、この芝居切り抜けられない
じゃないか？”」
｢我々プロの楽屋の習慣では」、梅先生は彼の長年の友人に言った。「劇場を掛け持ちして駆けつけたと
きや立ち回りのとき、役者の不注意でかつらを “掭” したら（役者が頭のヘアネットを落とすことを、内
輪では “掭頭” という）、唯一の救済方法はもう一つ風帽59)をかぶせることです。」
｢そういうことだったのか。」言先生は続けていった。「これは我々素人は知ることができない点だ。切
りは「殷家堡｣60)で、楊小楼の黄天覇、黄三〔黄潤甫〕の殷洪、銭金福の関太、王拴子〔王長林〕の朱光
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57) ｢孝感天」：春秋時代、鄭の荘王とその母の物語。『訳注（三）』に既出。
58) 謝宝雲（1860-1917）、字は月珊、北京の人。老旦役者（老婦人を演じる役柄）。
59) 風帽とは、防空頭巾に似た形で、かぶると肩の位置より長くなっている帽子。
60) ｢殷家堡」：または「拿殷洪」。施仕倫が泊まる宿に郝世洪の娘素玉が父を救うため襲撃するが、施の手下黄天覇により捕らえられる。
施は、事前に殷家堡の殷洪が郝世洪を救うために襲撃をかけるという情報を得ていた。黄天覇らは郝氏父女を引き回して殷洪を挑発
し、戦って大いに打ち破る。
祖、九陣風の郝素玉で、配役は非常に整っていた。惜しいことに時間がもう遅く、観客もみな満足して、
多くの人が帰ってしまっていた。」
｢素晴らしい記憶力ですね。」梅先生が言った。「40年前の話なのに、こんなにはっきり詳しく話ができ
るなんて、本当に観客の専門家という名に恥じませんね。」
言先生は帰っていくと、ある人が梅先生に、あのおなじみさんはいつもはいらっしゃらないが、どのよ
うなご関係なのですか、とたずねた。梅先生は手にしていた『五十年来北平戯劇史材』補注４を下ろすと
言った。
｢彼は中国で最も早く創設された外国語学校〔訳学館〕の学生だった人です。私が文明園に出演してい
た時期に、これらの学生が、授業の余暇によく私の芝居を見に来てくれたのです。みな私の古くからの忠
実な観客です。あのころ客席に芝居を見にきていた中に一団のお金持ちの子弟たちがいたのですが、大変
傲慢で、いつも真ん中のテーブルをいくつか借り切っていて、客席で勝手放題、横暴な振る舞いをしてい
ました。役者が舞台に登場して気に入りの役者でないと、顔を背けたり、お茶を飲んだり、タバコを吸っ
たり、グアズを食べたりしたのです。時にはわけもなく野次を飛ばしたりもしました。客席に彼らがいる
と、秩序が保てなくなりました。」
｢訳学館の学生は、当時かなり熱心で素直な客でした。こういう迷惑なことを見過ごせず、これら横暴
な客のまわりにテーブルを置きました。横暴な客が野次を飛ばすときには、彼らは大声で “いいぞ” と喝
采を叫び、野次の声をかき消してしまいました。このようにして金持ちの子弟たちの気炎は圧倒されてし
まいました。」
三 「汾河湾」
｢旧劇のストーリーは」、梅先生が続けて言った。「表面的に変えてみたり、模倣してみたりするものが
たくさんあります。例えば「桑園会」「武家坡」「汾河湾」この三つのストーリーは多く似通ったところが
あります。この中の秋胡と薛仁貴は歴史上実在の人物ですが、薛平貴はその基づくところが明らかではあ
りません。根拠もなくでたらめのようなのですが、陝西にはなんと王宝釧（薛平貴の妻）のヤオトン61)と
墓があり、さらには彼ら二人の塑像もあって、本当に不可思議なことです。」
｢今挙げた三つの芝居の中で、私がかなり気に入っているのは「汾河湾」です。それはそのストーリー
が細かく、変化に富み、生き生きとしているからです。しかも老生と青衣のどちらも芝居ができさえすれ
ば、容易にくすぐりを見つけることができます。しかし、どちらか片方の演技が良くないと、すぐに不十
分な点が露見します。」
｢譚旦那と王大爺はどちらも唱としぐさの “好老” 〔楽屋では名役者を好老と呼んでいた〕です。彼ら
がこの芝居を共演すれば、当然素晴らしいものでした。私が初めて見たとき、すぐに面白いと思いまし
た。のちに彼らが「汾河湾」を演じる度に、私は必ず見に行き、その上非常に真面目に見たので、とても
印象深く記憶しています。見終わって家に帰ると、彼らの動き、表情を研究して、それから自分自身の舞
台上の経験を混ぜ合わせ、だんだんと新しい理解が生まれました。譚旦那が晩年になって、私は彼と何度
か共演することができましたが、その後はいつも鳳二爺（王鳳卿）と共演しました。」
｢世間では私と譚旦那が共演した「汾河湾」について、二つのうわさがあるのですが、いずれも譚旦那
がわざと舞台で私をからかったり、苦しい目にあわせたりしたというものです。考えてもみてください、
彼は長い間名声をほしいままにする大先輩、私は駆け出しの後輩、この芝居では小さな子供以外は、ただ
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61) 山西省や陝西省などに見られる洞穴式住居のこと。
我々二人だけしかいません。私が彼と共演したのです。もし私を苦しい目に遭わせたら、観客が一斉に騒
ぎ出して、彼自身をからかうことにひとしいのではありませんか。こんなことをするでしょうか。彼は劇
中の登場人物として、年寄りぶったアドリブを言って、観客の笑いを取ることもありましたが、こういう
のはよくあることでした。今日はこの経過について、私から説明してみましょう。」
｢一つめのうわさは私たちのせりふの問題についてです。薛仁貴がヤオトンに入ってくると、まず柳迎
春と言い争いをします。言い争いのあと、続いて柳迎春に茶とご飯を頼みます。この時のせりふは、彼ら
夫婦二人がお決まりの問答を２回します。初めは薛が尋ねます。“のどが渇いたんだが、お茶はあるか
い？持ってきてくれ。” 柳が答えます。“うちにはお茶なんてありませんよ、ʻ白滾水ʼならありますよ。” 薛
が言います。“それを飲もう。” ２回めに薛が尋ねます。“夫が腹を空かせているのだから、うまい飯はあ
るか？持ってきてくれ。” 柳が答えます。“うちにうまい飯があるものですか、魚の羹ならありますよ。”
薛が尋ねます。“なんという魚の羹か？” 柳が答えます。“新鮮な魚を使った羹です。” 薛が言います。“早
く持ってきてくれ。” 私は彼と何度か共演しましたが、すべてこのようにせりふを言いました。」
｢ある時私が “うちには…… ʻ白滾水ʼ ならありますよ。” と言い終えたあと、彼はその場で “白滾水とい
うのは何かね？” というアドリブを言いました。私が “白滾水とは白開水（白湯）のことです” と答える
と、続けて彼が “持ってきてくれ” と言って収めました。なぜなら、北京語では、ただ白開水とだけ言う
からなのです。この ʻ白滾水ʼ は上韻の芝居の言葉です。彼は興に乗ってアドリブをいい、私がきっとこ
のように答えてくるだろうとわかってしたのです。そうしなければせりふの意味がはっきりしないではあ
りませんか。」
｢私がまた “うちにうまい飯があるものですか” と言ったところで、彼は続けて “ʻ抄手ʼ を私のために
作ってくれ” と付け加えました。私はもちろん彼に “ʻ抄手ʼ とはなんですか？” と返しました。彼はその
時客席の観客に向かって、私を指さしながら “本当に田舎者だ、ʻ抄手ʼ さえ知らぬとは。ʻ抄手ʼ はワンタ
ンのことだ” と言い、私は続けて “ありません。魚の羹ならあります” と言ったのです。その後は私たち
はもともとのせりふを言って終わりました。」
｢ʻ抄手ʼ というのは湖北の方言です。譚旦那は湖北出身で、彼がお国訛りで話すと、私がわからないの
は言うまでもなく、劇場中の観客も、彼の同郷の人以外はおそらく誰もわかりません。彼が私に ʻ抄手ʼ
と言ったのは、私が “ありません” と答え、次に “魚の羹ならあります” と続けられると思ったからです。
しかし、こうすると、観客の心の中ではこの ʻ抄手ʼ がずっと引っかかってしまいます。同時に譚旦那が
湖北方言を使うと、不思議なせりふに変わり、雰囲気のあるものになりました。」
｢観客が客席で聞いたら、今日のせりふは以前と違うと思って、私たちの会話に間違いがあったと思い
込み、私に譚旦那が故意にからかって、私をいじめたのだと言う人もいました。実際はこういうのはその
場面で思いつくままにやりとりをするもので、舞台経験の豊富なベテラン俳優は臨機応変に余裕を持って
こなし、何も珍しいことはありません。しかし、このようなアドリブにも節度というものがあって、芝居
の内容から大きく離れてでたらめなことをしてはいけません。譚旦那があの日付け加えたせりふは、劇中
人物にとして、久しく離ればなれになっていた夫婦が再会したときに、ユーモアの雰囲気を加えたので
あって、このようにストーリーの範囲内で動作や言葉を付け加えることは、私をからかおうとしたとは言
えません。」
｢二つめはしぐさの問題です。陳十二爺（陳彦衡）が『旧劇叢談』の中で、次のようなエピソードを載
せています。ʻ民国初め、段家の邸宅での堂会で、譚鑫培と梅蘭芳がそれぞれの劇団から参加して「汾河
湾」を共演した。梅蘭芳に近い人は、初めての共演ということで、譚鑫培にじかに格別の配慮をお願いし
た。譚鑫培は言った。“皆様方がこのように熱心でいらっしゃるからには、私も力を尽くさせていただき
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ます”。まして梅蘭芳は二世代違いの後輩で、道理上保護すべき相手であり、心情も言葉も極めて真摯で
あった。「閙窑」の演目で、梅蘭芳が「殺過河」のとき、譚鑫培と内側と外側を間違え、ぶつかりそうに
なった。慌ただしい場面で、誰も気がついていなかったが、譚鑫培は最後の子供を救うせりふで、とっさ
に “彼をこちらに隠れさせよう、彼はどうしたってあちらに行こうとするから” の二語を加えたが、その
場にあったアドリブで、大笑いしてしまった。譚鑫培は梅蘭芳をよろしくという依頼を受け、承諾もして
いたのだが、その場になってかばうことはしなかったのである。長年の習慣は改め難かったと見え、笑い
を禁じ得なかった。ʼ」
｢彼がこの一段を記したわけは、譚旦那が共演の端役に対して、間違いがあれば、彼らのためにかばお
うとしなかったと言いたかったのでしょう。この譚旦那の演劇人生において、このような事実は無かった
というつもりはありませんが、しかしこの件はこの老役者にとって不本意であることも免れません。考え
てもみてください、この「殺過河」の場面は二人の俳優が対照的に身振りをします。一人が中へ入ってく
ると、一人が必ず外へ出ていくのです。誰が演じても間違えるはずがないのです。私は非常に不器用な人
間ですが、舞台ではこれまで間違いをしないようにしてきました。とりわけ譚旦那との共演では、さらに
注意をしていましたから、この場面でぶつかるはずがないのです。」
｢彼はまた私の友人が事前にじかに譚旦那に格別の配慮をお願いしたと言っていますが、このようなこ
とはありません。譚段啊と私の祖父とは仲が良く、私の伯父は彼の伴奏を担当していましたから、私たち
の関係は疎遠ではなかったので、ほかの友人が間に立って依頼する必要はなかったのです。この二点はお
そらく彼が誰かの間違った話を聞いて書いたのでしょう。」
｢この二ヶ月のあいだ、この舞台生活を書くために、私は数十年前の昔のことを思い出さなくてはなら
ないので、静かにまず記憶をたどり、そうしてやっとかなりはっきりと話すことができました。今回の経
験でわかったことは、最も記憶が難しいのは、ある事柄が発生した年月日と場所です。しばしばこんな小
さな問題で、長い時間考えることにもなりました。これはまだ自分自身の経歴を話すからいいのですが、
もしも他の人のことを書くとしたら、事実からかけ離れないように書かなければなりませんから、もっと
難しいのではありませんか。」
四 「樊江関」
梅先生が若いときによく演じていた「虹霓関」「汾河湾」についてはすでに話していただいた。もう一
つの「樊江関」もまた彼の人気演目であった。これについても話していただこう。
｢「樊江関」は “対児戯” です。」梅先生は言った。「 “対児戯” とは何かと言うと、芝居の中にどちらも
重要な役割を持つ二人の役があるものです。どちらが重要か重要でないかを判別しがたい演目です。この
芝居の樊梨花は刀馬旦が、薛金蓮は花旦がそれぞれ演じます。当時は王大爺がいつも樊梨花を、私が薛金
蓮を演じました。樊梨花は元帥という身分で、登場すれば軍陣に座り、その貫禄は薛金蓮よりずっと勝っ
ていて、せりふも薛金蓮よりもたくさんあります。ですから我々役者はみな樊梨花がかなり重要であると
認識しています。しかし観客の見方はそんなに簡単ではなく、完全に役者の技術に左右されます。王大爺
が唱うとき、観客は樊梨花が主役だと思います。私が唱うと、また薛金蓮も重要だと思うようなのです。
私が薛金蓮を演じたのが始まりで、程硯秋62)、荀慧生63)も薛金蓮を演じました。尚小雲64)だけは二つの役
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62) 程硯秋（1904-58）、原名は承麟、のちに漢族の姓の程に改める。満州族。青衣の代表的な流派の一つ “程派” の創始者。梅蘭芳、荀
慧生、尚小雲とともに四大名旦と呼ばれる。
63) 荀慧生（1900-68）、原名は詞、字は慧声、芸名は白牡丹といったが、後に慧生の名で売れっ子になった。河北省東光県に生まれる。
“荀派” の創始者。文革中に迫害を受けて病死。
を一人で交互に演じました。」
｢この二つの役は、似ているところがあるように見えますが、実は彼女たちの身分と性格は全く異なっ
ています。薛金蓮はあどけなくてかわいらしい娘で、老母の愛情をうけて、到るところでだだをこねたり
します。樊梨花は一家を切り盛りする兄嫁らしく、爽快で明るい性格を描き出さなくてはなりません。そ
れから彼女たちの扮装も、かなり美しいものです。樊梨花はよろいをつけ背中に旗指物を背負います。薛
金蓮は ʻ玻璃肚子ʼ（護身用丸い胸当てをつけることからかく言う）を身につけますが、これはよろいだけ
の扮装のことです。樊梨花は元帥という身分なので、当然堂々とした衣裳になります。同時に二人の人が
衣裳を取り替えても、観客も容易に区別することができます。」
｢この演目は、私は正式に学んだことは全くありません。私はまず王大爺のものを見て、路先生（路三
宝）らこれら数人の先輩方の演技を見て、初めはこの二つの役に全く先入観はなく、同じように注意を向
けていました。そのあと、自分自身の個性には薛金蓮を演じるのが合っていると感じるようになり、私は
そうしてやっと薛金蓮の役の見せ場を探すことを決めました。これこそ ʻ手品はだれでも使えるが、から
くりはそれぞれ異なる ʼ というものです。銭金福、茹莱卿両老先生のご指導を経て、私は若い時から
しょっちゅうこの演目を演じ、役から好評を得ました。しばしば劇場で演じたあと、堂会でまた演じるな
ど、一日に三、四カ所演じていました。」
｢樊梨花役で私と最初に共演したのは王蕙芳です。のちに朱桂芳、芙蓉草、小翠花、魏蓮芳とも共演し
たことがあります。」
〔原注〕王大爺がこんな話をしてくれたことがある。“当時私が演じた「樊江関」では、王蕙芳が薛金蓮
を演じたが、彼はいつも樊梨花を演じたいと思っていた。彼が畹華（梅蘭芳の本名）と演じることに
なって、彼が樊梨花、畹華が薛金蓮を演じるように変わった。彼は目的を達成したわけだね。しかし観
客は遠慮もなく見方を変えた。薛金蓮の重みが樊梨花を越えることを歓迎したのだ。だから彼はずっと
この芝居に対しておもしろくないと思っていた。実際、王蕙芳の扮装と技術は、すべて十分に美しく熟
練していたが、登場人物の性格を描写する面では、畹華の細やかさ深さには及ばなかった。当時、蘭・
蕙（蘭は梅蘭芳、蕙は王蕙芳を指す）斉しく芳しと一世を風靡したが、残念なことにいいときは長続き
せず、蕙芳はすぐに舞台生活に別れを告げた。”
梅先生は王蕙芳のことに話が及ぶと、感慨深げに続けて私に言った。「王蕙芳が四川へ行ってしまって
から、いつの間にか十年も会わなくなっていました。近年たまたま彼から手紙をもらい、彼があちらで芝
居を教えていることを知りました。子宝が多く、生活の負担も重いので、暮らし向きがどうして良いこと
があるでしょうか。幸い芝居愛好家の高牧山さんという友人が彼の生活に関心を持ち、いつも彼の生活の
世話を見てくれています。この高先生も私に手紙を送ってくれました。今日は古いことを蒸し返して、こ
の四十年前の古い仲間の境遇を思い出して、本当に振り返るに忍びない気持ちです。」
五 「児女英雄伝｣65)
ある日、梅先生は私とともに王大爺を訪問した。ちょうどその日には王家に客はなく、彼ら二人が本当
に楽しげに話すのを間近に見ることが出来た。彼らは民国初年（1911）に同じ劇団で演じた「児女英雄
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64) 尚小雲（1899-1976）、原名は徳泉、字は綺霞、河北省南宮県に生まれ、北京に移り住む。漢軍八旗の家柄だったが、父親が早くに亡
くなり、家計を助けるために劇団に身を投じた。旦角の代表的な流派 “尚派” の創始者。また教育にも力を入れ、栄春社養成所を
作って後学を指導した。
伝」で、梅先生が一度舞台でせりふを忘れてしまい、なんと観客に気づかれなかったというエピソードか
ら話し始めた。
｢この事が起きたのは中和園66)でのことでした。」梅先生は私に言った。「その日私は二つの劇場で演じ
なければなりませんでした。先に廊房頭条67)第一楼の劉鴻声の劇団で「三撃掌｣68)を演じ、こちらに戻っ
てきて「児女英雄伝」の第八部を演じるのです。」
｢この芝居は、私たち演劇関係者と素人の演劇愛好家の作者が合同で作った続き物の芝居で、全部で八
つの部分があります。俳優の割り当てもかなりきちんとしていて、王大爺の何玉鳳〔十三妹〕、鳳二爺
（王鳳卿）の安学海、朱素雲69)の安公子、黄三〔潤甫〕の鄧九公、賈洪林の華忠、李順亭の紀献堂、張文
斌の賽西施、謝宝雲の張太太、李宝琴の安太太、私の張金鳳です。この第三部、第四部、第八部に私の出
番がありました。」
｢当時私はまだ京白（北京語のせりふ）がどうしてもできなかったので、王大爺にお願いして教えても
らっていました。あろうことか、言ったばかりのせりふなのに対話のリズムにしばしば合わず、長せりふ
になるとすらすらと出て来なくなりました。その日私は劇場に着いて、張金鳳が何玉鳳に安公子に嫁ぐよ
うに勧める場面で、私たち二人は舞台で向かい合って座っていました。非常にまずいことに、私は突然せ
りふを忘れ、どうしても思い出せなくなりました。舞台では、せりふを言わなければなりませんから、考
えている時間はなく、本当に焦りました。私はまず一度目配せをして、王大爺のそばに寄り、彼の耳元で
そっと頼みました。“せりふを忘れました。教えてください。” 同時に観客に向かってちょっとした表情を
作ってみせ、まるで何玉鳳に勧めているかのようにしました。王大爺は本当に能力があって、わざと考え
てみせ、慌てずに身振りをひとつして、私に耳を寄せるようにして、言うべきせりふを教えてくれまし
た。私はせりふが分かったので、また話の流れに合った表情を作って、せりふを言いました。そうして
やっとこの瀬戸際を無事にくぐり抜けたのです。観客は私たちの芝居に気づかなかったばかりか、私たち
が新しいしぐさを付け加えたのだと思って、いいぞとかけ声を掛ける人もいたのですよ。」
｢翌日、王大爺は私の伯父に話をし、将来有望だとひそかに誉めていたそうです。この事は今思い出し
ても、ひやひやします。もしもこの方法を使わなかったら、舞台で呆然としてしまい、遠慮のない野次が
きっと飛び交っていたでしょう。ちょうどよかったことは張金鳳と何玉鳳の二人が、小説でもお芝居で
も、礼儀にこだわらないで何でも話せる関係だったということです。だから私たちが耳打ちをするしぐさ
をしても、話の流れには大きな妨げにならず、観客も私がせりふを忘れたとは疑うことがないのです。幸
い王大爺は舞台経験が豊富で、ごく自然に私を窮地から救うことができたのです。」
｢このような急場を助ける方法は、すぐにやらないとね。」王大爺が言った。「ちょっとぼんやりしただ
けで、観客は必ずただではすまさないからね。」
｢私はせりふを忘れたとき、舞台で慌てました。」梅先生が続けて言った。「それから完全にせりふを忘
れて、舞台でひどい目にあった話もあります。はっきりと覚えていないのですが、ある劇場での「彩楼
配」の公演で、王三姐の役者が支度ができず、急遽、小間使に最初に ʻ吊場ʼ〔芝居の前に、臨時に一場を
梅蘭芳『舞台生活四十年』訳注（五） 85
65) ｢児女英雄伝」：清・文康の小説『児女英雄伝』に基づく続き物の芝居。父の仇討ちのために武芸者十三妹となった何玉鳳が活躍す
る。十三妹は道中で会った安驥（安公子）と張金鳳を救い出し、二人を結婚させる。玉鳳の父と旧知であった安驥の父安学海は、事
情を知って玉鳳と金鳳を安驥に嫁がせるように計らう。のちに玉鳳は軍を率いて異民族と戦い、父の敵を生け捕りにする。
66) 北京前門外糧食店街北口路西に位置し、清の光緒年間に北京の銀銭業の商人が出資して建てられた劇場。のちに中和戯院と改められ
た。
67) 北京の前門大街の西側にある東西の通りの名。
68) ｢三撃掌」：注７参照。
69) 朱素雲（1872-1930）、小生役者。原籍は江蘇蘇州、北京に生まれる。
付け加えるのを、業界では ʻ吊場ʼ といい、つなぎの出し物である〕をさせることにしました。この小間
使に扮した役者は、登場したら何を言うべきかわかっておらず、楽屋でびくびくしていました。当時楽屋
の責任者の態度はかなり専制的だったので、その役者ができようができまいがかまわず、舞台に押し出し
たのです。彼は舞台に上がってもせりふがわからないので、体をひどく硬直させてしばらく突っ立ち、無
理矢理おかしな話をし始めました。“あたしは無理に押し出されたんじゃないわ。” 観客は大声で言いま
す。“だめだ、さっさと出て行け。” 彼は観客に申し訳なさそうな表情を向けると、上品な口ぶりで、“は
い” とだけ言って、そそくさと退場しました。」
私たちはこのエピソードを聞き、そのときの小間使の困り果てた様子を思い浮かべて、こらえきれずに
笑い出した。梅先生はそっと溜息をついて言った。
｢この誤りはこの小間使のせいではなく、責められるべきは楽屋の責任者です。どうしてこんな難しい
仕事を経験が浅い役者にやらせ、彼に恥を掻かせたんでしょう？彼にその場で作った七文字のせりふを聞
かせれば、彼の満腔の恨みを十分に表現し、観客に苦しみを訴えることになったでしょう。しかし観客は
芝居を見に来ていて、主役の登場を待ちわびているので、無名の役者の悲哀に同情するはずもありませ
ん。これはすべて当時の楽屋が不合理な制度が、楽屋の責任者のこの上ない権威を作り出していたので
す。」
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